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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下する遊技領域が設けられた遊技盤と、前記遊技盤に設けられて前記遊技領
域を流下する遊技球が入賞可能な始動入賞部と、前記始動入賞部への入賞に基づいて当り
遊技を生起することを決定する当り判定手段と、前記遊技領域を流下する遊技球が入賞可
能な特別入賞口を開閉手段で開閉する特別入賞部とを備え、前記当り判定手段が当り遊技
を生起することを決定した場合に、前記開閉手段が特別入賞口を開放して遊技球の入賞が
許容される当り遊技が行われる遊技機において、
　前記遊技領域の一部を遊技球の相互の往来が不能となるよう区画して形成された特定経
路および非特定経路と、
　前記遊技盤に設けられ、前記遊技領域を流下する遊技球を前記特定経路および前記非特
定経路に振り分ける振分手段とを備え、
　前記特定経路に、開閉部材により入賞口を開閉可能に構成された前記始動入賞部として
の可変始動入賞部が配置されると共に遊技球が一定の入賞率で入賞可能な普通入賞部が配
置され、
　前記非特定経路に、遊技球が通過可能なゲート部が配置されて、当該非特定経路に振り
分けられた遊技球が前記ゲート部を通過することを契機として前記可変始動入賞部の入賞
口を開放するかの判定が行われるよう構成され、当該判定の結果に応じて前記可変始動入
賞部の入賞口を開放することで、前記特定経路に振り分けられた遊技球が可変始動入賞部
に入賞可能となるよう構成された
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ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技盤には、前記可変始動入賞部の下流側に、前記特定経路を流下する遊技球を前
記普通入賞部に案内する球案内部が位置調節不能に設けられると共に、
　前記球案内部は、相互に近接するにつれて下方傾斜する第１傾斜部および第２傾斜部を
備えると共に、当該第１傾斜部および第２傾斜部の傾斜下端部の間に、１個のパチンコ球
が通過可能な幅で形成された球落下部を備え、前記特定経路に振り分けられた遊技球を当
該球落下部から落下させるよう構成され、
　前記球案内部における球落下部の出口の下方で入賞口が開口するよう前記普通入賞部が
配置されている請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記非特定経路は、第１非特定経路および第２非特定経路からなり、
　前記振分手段は、球入口から取り込まれた遊技球の接触によって第１振分姿勢および第
２振分姿勢の２つの姿勢に変化して遊技球を異なる方向に誘導する第１振分体および第２
振分体を備え、当該第１振分体が第１振分姿勢の場合に遊技球が第２振分体側に振り分け
られるよう構成されると共に、
　前記第１振分体および第２振分体の夫々は、姿勢に応じて遊技球を異なる方向に誘導す
る第１誘導片と、前記第１振分姿勢の場合に当該第１誘導片により誘導された遊技球が接
触可能な第２誘導片と、前記第２振分姿勢の場合に当該第１誘導片により誘導された遊技
球が接触可能な第３誘導片とを備え、当該第２誘導片に遊技球が接触することで第１振分
姿勢から第２振分姿勢に姿勢変位し、当該第３誘導片に遊技球が接触することで第２振分
姿勢から第１振分姿勢に姿勢変位するよう構成され、
　前記第１振分体および第２振分体の夫々が第１振分姿勢となった状態では、当該第１振
分体の第２誘導片の上方に当該第２振分体の第１誘導片が重なるように位置して、遊技球
が第１振分体の第２誘導片に接触することなく第２振分体の第２誘導片に接触するよう構
成されて、当該第２振分体のみが第２振分姿勢に姿勢変位すると共に、
　前記第１振分体が第１振分姿勢となると共に第２振分体が第２振分姿勢となった状態で
は、遊技球が第１振分体の第２誘導片および第２振分体の第３誘導片の夫々に接触するよ
う構成されて、第１振分体が第２振分姿勢に姿勢変位すると共に第２振分体が第１振分姿
勢に姿勢変位し、
　前記第１および第２振分体が姿勢変化した組合せによって、前記球入口から取り込まれ
た遊技球を前記第１非特定経路に振り分ける第１の振分状態と、前記第２非特定経路に振
り分ける第２の振分状態と、前記特定経路に振り分ける第３の振分状態とに順に切り替わ
るよう構成された請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技球が入賞可能な入賞口が設けられた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に枠状の枠状装飾体(所謂センター役物)が配設されて、該枠状装飾体の
窓口を介して複数の図柄を変動表示する液晶式やドラム式等の図柄表示装置(表示装置)を
後方から臨ませると共に、該遊技盤における枠状装飾体の下方位置に、パチンコ球(遊技
球)の入賞により図柄表示装置での図柄変動を開始させる始動入賞装置(始動入賞手段)や
大当り時等に開放する特別入賞装置および普通入賞口(入賞口)を配設するよう構成された
ものが多数提案されている(例えば、特許文献１参照)。この種のパチンコ機では、前記遊
技領域に打ち出されたパチンコ球が遊技領域内に植設された遊技釘等との接触により跳ね
返りながら次第に自重により流下し、該遊技領域を流下する過程で前記始動入賞装置や普
通入賞口に入賞することにより、所定数の賞球が払い出される。また、始動入賞装置への
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パチンコ球の入賞を契機として前記図柄表示装置での図柄変動演出に伴うリーチ演出等の
各種の遊技演出がなされ、該図柄表示装置に図柄が所定の組合せで停止することにより所
謂大当りが発生し、前記特別入賞装置が開放して多数の賞球を獲得し得るよう構成される
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－６１０３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、遊技店には同じ機種のパチンコ機が多数設置されており、遊技を行う遊技者に
対する公平性の観点から、同じ機種のパチンコ機であれば出球率(遊技球の打込み球数に
対する賞球の払出数の割合)が等しい(一定範囲内に収まる)ことが望ましい。しかしなが
ら、遊技店において行われる釘調節によって始動入賞装置や普通入賞口に対するパチンコ
球の入賞率が変えられると、同じ機種であっても出球率が著しく異なってしまう場合があ
り、遊技者に不公平感を抱かせて遊技意欲を減退させてしまう問題が指摘される。
【０００５】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記課題に鑑み、これを好適に
解決するべく提案されたものであって、同じ機種の出球率が等しくなるように維持できる
遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本願の請求項１に記載の発明は、
　遊技球が流下する遊技領域(21)が設けられた遊技盤(20)と、前記遊技盤(20)に設けられ
て前記遊技領域(21)を流下する遊技球が入賞可能な始動入賞部(41,42)と、前記始動入賞
部(41,42)への入賞に基づいて当り遊技を生起することを決定する当り判定手段(301a)と
、前記遊技領域(21)を流下する遊技球が入賞可能な特別入賞口(51a,52a)を開閉手段(52b,
80)で開閉する特別入賞部(51,52)とを備え、前記当り判定手段(301a)が遊技を生起するこ
とを決定した場合に、前記開閉手段(52b,80)が特別入賞口(51a,52a)を開放して遊技球の
入賞が許容される当り遊技が行われる遊技機において、
　前記遊技領域(21)の一部を遊技球の相互の往来が不能となるよう区画して形成された特
定経路(RB1)および非特定経路(RB1,RB2)と、
　前記遊技盤(20)に設けられ、前記遊技領域(21)を流下する遊技球を前記特定経路(RB3)
および前記非特定経路(RB1,RB2)に振り分ける振分手段(100)とを備え、
　前記特定経路(RB3)に、開閉部材(42b)により入賞口(42a)を開閉可能に構成された前記
始動入賞部としての可変始動入賞部(42)が配置されると共に遊技球が一定の入賞率で入賞
可能な普通入賞部(55)が配置され、
　前記非特定経路(RB1,RB2)に、遊技球が通過可能なゲート部(60)が配置されて、当該非
特定経路(RB1,RB2)に振り分けられた遊技球が前記ゲート部(60)を通過することを契機と
して前記可変始動入賞部(42)の入賞口(42a)を開放するかの判定が行われるよう構成され
、当該判定の結果に応じて前記可変始動入賞部(42)の入賞口を開放することで、前記特定
経路(RB3)に振り分けられた遊技球が可変始動入賞部(42)に入賞可能となるよう構成され
たことを要旨とする。
【０００７】
　請求項１の発明によれば、可変始動入賞部および一定の入賞率で遊技球が入賞可能な普
通入賞部が設けられた特定経路に、遊技領域を流下する遊技球を振分手段によって振り分
けるよう構成したので、釘調節によって出球率が著しく変わるのを防ぐことができる。す
なわち、同じ機種の遊技機であれば出球率が等しくなるように維持することができ、公平
性を確保して遊技者の遊技意欲を向上させ得る。
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【０００８】
　請求項２に記載の発明では、
　前記遊技盤(20)には、前記可変始動入賞部(42)の下流側に、前記特定経路(RB3)を流下
する遊技球を前記普通入賞部(55)に案内する球案内部(90)が位置調節不能に設けられると
共に、
　前記球案内部(90)は、相互に近接するにつれて下方傾斜する第１傾斜部(92)および第２
傾斜部(94)を備えると共に、当該第１傾斜部(92)および第２傾斜部(94)の傾斜下端部の間
に、１個のパチンコ球が通過可能な幅で形成された球落下部(95)を備え、前記特定経路(R
B3)に振り分けられた遊技球を当該球落下部(95)から落下させるよう構成され、
　前記球案内部(90)における球落下部(95)の出口(95a)の下方で入賞口(55a)が開口するよ
う前記普通入賞部(55)が配置されていることを要旨とする。
　請求項２の発明によれば、遊技店側での調節によって出球率が変わるのを防止すること
ができる。
【０００９】
　請求項３に記載の発明では、
　前記非特定経路(RB1,RB2)は、第１非特定経路(RB1)および第２非特定経路(RB2)からな
り、
　前記振分手段(100)は、球入口(101)から取り込まれた遊技球の接触によって第１振分姿
勢および第２振分姿勢の２つの姿勢に変化して遊技球を異なる方向に誘導する第１振分体
(130)および第２振分体(140)を備え、当該第１振分体(130)が第１振分姿勢の場合に遊技
球が第２振分体(140)側に振り分けられるよう構成されると共に、
　前記第１振分体(130)および第２振分体(140)の夫々は、姿勢に応じて遊技球を異なる方
向に誘導する第１誘導片(130A,140A)と、前記第１振分姿勢の場合に当該第１誘導片(130A
,140A)により誘導された遊技球が接触可能な第２誘導片(130B,140B)と、前記第２振分姿
勢の場合に当該第１誘導片(130A,140A)により誘導された遊技球が接触可能な第３誘導片(
130C,140C)とを備え、当該第２誘導片(130B,140B)に遊技球が接触することで第１振分姿
勢から第２振分姿勢に姿勢変位し、当該第３誘導片(130C,140C)に遊技球が接触すること
で第２振分姿勢から第１振分姿勢に姿勢変位するよう構成され、
　前記第１振分体(130)および第２振分体(140)の夫々が第１振分姿勢となった状態では、
当該第１振分体(130)の第２誘導片(130B)の上方に当該第２振分体(140)の第１誘導片(140
A)が重なるように位置して、遊技球が第１振分体(130)の第２誘導片(130B)に接触するこ
となく第２振分体(140)の第２誘導片(140B)に接触するよう構成されて、当該第２振分体(
140)のみが第２振分姿勢に姿勢変位すると共に、
　前記第１振分体(130)が第１振分姿勢となると共に第２振分体(140)が第２振分姿勢とな
った状態では、遊技球が第１振分体(130)の第２誘導片(130B)および第２振分体(140)の第
３誘導片(140C)の夫々に接触するよう構成されて、第１振分体(130)が第２振分姿勢に姿
勢変位すると共に第２振分体(140)が第１振分姿勢に姿勢変位し、
　前記第１および第２振分体(130,140)が姿勢変化した組合せによって、前記球入口(101)
から取り込まれた遊技球を前記第１非特定経路(RB1)に振り分ける第１の振分状態と、前
記第２非特定経路(RB2)に振り分ける第２の振分状態と、前記特定経路(RB3)に振り分ける
第３の振分状態とに順に切り替わるよう構成されたことを要旨とする。
　請求項３の発明によれば、振分手段によって遊技球を各経路に一定の割合で振り分ける
ことができるので、出球率を安定させ得る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る遊技機によれば、同じ機種の出球率が等しくなるようにして、公平性を維
持し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
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【図２】実施例に係る遊技盤を示す正面図である。
【図３】実施例に係る流路振分部の球通路の形成位置で縦断した遊技盤の要部を拡大した
正面図である。
【図４】実施例に係る枠状装飾部材と流路振分部とを分解した要部を拡大して示す斜視図
である。
【図５】実施例に係る流路振分部を前側から視た分解斜視図である。
【図６】実施例に係る流路振分部を後側から視た分解斜視図である。
【図７】図３において流路振分部の配設位置を拡大して示す断面図であって、第１および
第２振分体が第１振分姿勢にある第１の振分状態を示す。
【図８】実施例に係る流路振分部の作動態様を示す断面図であって、(a)は第１および第
２振分体が第１振分姿勢にある第１の振分状態を示し、(b)は第１振分体が第１振分姿勢
にあると共に第２振分体が第２振分姿勢にある第２の振分状態を示し、(c)は第１振分体
が第２振分姿勢にあると共に第２振分体が第１振分姿勢にある第３の振分状態を示し、(d
)は第１および第２振分体が第２振分姿勢にあるイレギュラー状態を示す。なお、図中の
矢印は、パチンコ球の通過に伴う振分状態の変遷を示している。
【図９】実施例に係る第１特別入賞部を前側から視た斜視図である。
【図１０】実施例に係る第１特別入賞部を示す正面図であって、(a)は作動部材が待機状
態にある状態を示し、(b)は作動部材が作動状態にある状態を示している。
【図１１】図３において第１特別入賞部の配設位置を拡大して示す断面図であって、(a)
は作動部材が待機状態にある状態を示し、(b)は作動部材が作動状態にある状態を示して
いる。なお、(a)において落下口の右側の開口縁に一点鎖線Ｌを示してある。
【図１２】実施例に係るパチンコ機の制御構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照して以下に
説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチンコ機を
例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「右」とは
、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た状態で指
称する。なお、各図中の符号Ｂはパチンコ球を示している。
【実施例】
【００１３】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図２参照)を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が開閉および着脱可能に組
み付けられると共に、遊技盤２０の後側に、図柄を変動表示可能な図柄表示装置(表示手
段)１７が着脱し得るよう配設されている。また、中枠１２の前面側には、遊技盤２０の
遊技領域２１を透視可能に保護する透明部材１３ａで前後に開口する窓口１３ｂを覆うよ
う構成された装飾枠としての前枠１３が開閉可能に組み付けられると共に、該前枠１３の
下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組み付けられる。なお、実施例
では、前枠１３の下部位置に、パチンコ球を貯留する上球受け皿１４が一体的に組み付け
られており、前枠１３の開閉に合わせて上球受け皿１４も一体的に開閉するよう構成され
る。
【００１４】
　前記図柄表示装置１７は、後述する始動入賞口４１ａ,４２ａへのパチンコ球の入賞を
契機として演出用の図柄(飾図という場合もある)を表示部に変動表示させる図柄変動演出
を行うよう構成される。また図柄表示装置１７では、図柄変動に関連して実行される各種
の表示演出を表示部に表示し得るようになっている。実施例では、前記図柄表示装置１７
として、各種図柄を表示可能な液晶パネルを収容ケースに収容した液晶表示装置が採用さ
れるが、これに限られるものではなく、ドラム式の表示装置やドットマトリックス式の表
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示装置等の各種図柄を停止および変動表示可能な従来公知の各種の表示装置を採用し得る
。
【００１５】
　実施例のパチンコ機１０の前面右下部(実施例では前枠１３の前面右下部)には、図１に
示す如く、前記中枠１２に配設された打球発射装置(図示せず)を作動する操作ハンドル１
６が設けられる。この操作ハンドル１６は、左回転方向に付勢された操作レバー１６ａを
備えており、該操作レバー１６ａを右回転するよう遊技者が回動操作することで打球発射
装置が作動されて、前記上球受け皿１４に貯留されたパチンコ球が前記遊技盤２０に向け
て発射されるようになっている。ここで、前記操作レバー１６ａの回動量に応じて前記打
球発射装置によるパチンコ球の打球力が強弱変化するよう構成されており、遊技者が操作
レバー１６ａを操作して回動量を調節することで、前記遊技盤２０に形成された第１の流
下領域２１ａ(後述)をパチンコ球が流下する所謂「左打ち」と、該遊技盤２０に形成され
た第２の流下領域２１ｂ(後述)をパチンコ球が流下する所謂「右打ち」とを打ち分け得る
ようになっている。
【００１６】
(遊技盤２０について)
　実施例の前記遊技盤２０は、図２に示すように、パチンコ球が流下可能な遊技領域２１
が前面側に形成された板状部材(遊技領域形成部材)２０ａと、該板状部材２０ａの裏側に
配設されて当該板状部材２０ａとの間に収容空間を画成する図示しない設置部材(収容空
間画成部材)とから構成されている。前記板状部材２０ａは、透明な合成樹脂材やベニヤ
材等から所定板厚の略矩形状に形成されており、前面(盤面)に配設された略円形状のレー
ル部材２２によりパチンコ球が流下可能な遊技領域２１が画成されている。そして、前記
板状部材２０ａと設置部材との間の収容空間に、可動体の動作による演出や発光による演
出を行う演出装置(図示せず)が設置されると共に、前記遊技盤２０に設けられた入賞部４
１,４２,５１,５２,５５に入賞したパチンコ球を遊技盤２０の外部に排出する球排出通路
部(図示せず)が設けられている。また、前記図柄表示装置１７は、設置部材の裏側に取り
付けられて、当該設置部材の開口部(図示せず)および枠状装飾部材３０(後述)の表示窓部
３０ａを介して遊技盤２０の前側に臨んでパチンコ機１０の前側から視認し得るよう構成
されている。なお、遊技盤２０は、木材板の表面に各種絵柄等が描かれた合成樹脂シート
等を貼付けて装飾したものであってもよい。
【００１７】
(レール部材２２について)
　前記遊技盤２０(板状部材２０ａ)の前面(盤面)には、図２に示す如く、略円形状に湾曲
形成されたレール部材２２が配設され、該レール部材２２の内側に遊技領域２１が画成さ
れている。前記レール部材２２は、遊技盤２０の左下部から右上部に至るよう左方向に膨
出する円弧状に形成された第１レール２３と、遊技盤２０の右上部および右下部に至るよ
うに右方向に膨出する円弧状に形成された第２レール２４と、遊技盤２０の下部および左
上部に至るように左方向に膨出する円弧状に形成された第３レール２５とから構成されて
いる。第２レール２４は、第１レール２３の右上端部に連接して遊技盤２０の右上部から
下部に亘って配設され、左端縁が右方に凹む円弧状に形成された盤面飾り部材で構成され
る。また、第３レール２５は、第２レール２４の下端部に連接して遊技盤２０の下部から
左上部に亘って配設されて、前記第１レール２３の右方(内側)に離間して位置しており、
該第１レール２３および第３レール２５により１個のパチンコ球が通過可能な発射通路２
２ａが画成される。ここで、前記第１レール２３の下端部は遊技盤２０の下端に位置して
、該第１レール２３の下端部と第３レール２５との間に、前記打球発射装置から発射され
たパチンコ球が発射通路２２ａに通入する下方開口２２ｂが画成されている。また、第３
レール２５は、前記遊技盤２０の左上部に開放端を臨ませて第１レール２３との間に前記
遊技領域２１の遊技領域２１に開口する打出し口２２ｃを画成するよう構成される。すな
わち、前記打球発射装置から発射されたパチンコ球は、下方開口２２ｂから発射通路２２
ａに通入し、該発射通路２２ａを上方に飛翔して、第３レール２５の開放端側の打出し口
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２２ｃから遊技領域２１内に打ち出されるようになっている。
【００１８】
　前記遊技盤２０(板状部材２０ａ)には、前後に貫通する装着口が前記遊技領域２１内の
適宜位置に開設されて、各装着口に対して各種の遊技盤設置部品が配設されている。なお
、実施例の遊技盤２０には、遊技盤設置部品として枠状装飾部材３０や各種入球部(始動
入賞部４１,４２、特別入賞部５１,５２、普通入賞部５５、ゲート部６０等)を設置する
装着口が形成されている。そして、前記遊技盤２０の板状部材２０ａにおいて遊技領域２
１の最下部位置に、該遊技領域２１の最下部位置まで流下したパチンコ球を遊技盤２０の
外部に排出するアウト口２６が開設されている。すなわち、前記打球発射装置から発射さ
れて遊技領域２１を流下するパチンコ球が前記板状部材２０ａに設けられた入球部(始動
入賞部４１,４２、特別入賞部５１,５２、普通入賞部５５、ゲート部６０等)に入球(入賞
)することにより、入球した入球部に応じた賞球の払い出しや抽選の実行等の所定の遊技
が行われ、遊技領域２１の最下部まで流下したパチンコ球がアウト口２６を介して機外に
排出されるよう構成される。なお、前記装着口は、板状部材２０ａに対して取り付けられ
る遊技盤設置部品の配設位置や配設数等に応じて適宜に形成される。
【００１９】
　また、前記遊技盤２０(板状部材２０ａ)には、前記遊技領域２１内に多数の遊技釘２７
が設けられると共に、後述する枠状装飾部材３０の左側方に、遊技領域２１を流下するパ
チンコ球の接触に伴って回転する回転案内部材２８が回転自在に支持されており、遊技釘
２７や回転案内部材２８との接触によりパチンコ球の流下方向が不規則に変化するよう構
成されている。前記回転案内部材２８は、回転中心から放射状に複数(実施例では３つ)の
接触片(図示せず)を有する所謂「風車」とも称される部材であって、該接触片に対するパ
チンコ球の接触に伴って回転案内部材２８が回転することでパチンコ球を弾くように左右
方向へ放出するようになっている。
【００２０】
　実施例の前記板状部材２０ａには、図２に示すように、前記レール部材２２で囲まれた
遊技領域２１の略中央の大部分が開口する装着口に、センター役とも称される装飾部材３
０が取り付けられており、当該装飾部材３０に設けられた表示窓部３０ａを介して前側か
ら板状部材２０ａの後方を視認し得るよう構成されている。そして、前記装飾部材３０の
表示窓部３０ａの後方に、前記図柄表示装置１７の表示部が臨むように構成されて、当該
図柄表示装置１７の表示部を遊技盤２０の前側から目視し得るようになっている。ここで
、実施例では、前記図柄表示装置１７の表示部が臨む前記装飾部材３０は、前後に開口す
る枠状に形成されて、当該装飾部材３０の開口部を透明パネル３１により部分的に塞ぐよ
う構成してある。このように、実施例では、装飾部材３０の開口部および透明パネル３１
により前記表示窓部３０ａが形成されている。なお、以下の説明では、表示窓部３０ａが
設けられた装飾部材を枠状装飾部材３０と指称するものとする。すなわち、前記枠状装飾
部材３０の表示窓部３０ａの後方に前記図柄表示装置１７の表示部が位置するよう構成さ
れている。なお、枠状装飾部材３０は、透明パネル３１により開口部を部分的に塞ぐ構成
に限らず、当該開口部を全面的に透明パネル３１で覆うようにしてもよく、また透明パネ
ル３１を省略して枠状装飾部材３０の開口部が板状部材２０ａの前後に開口する形態とす
ることも可能である。
【００２１】
(枠状装飾部材３０について)
　次に、前記枠状装飾部材３０について詳細に説明する。前記枠状装飾部材３０は、図２
、図３に示すように、前記板状部材２０ａの前面より前方に突出する庇状部３２と、該庇
状部３２の後縁から外方に延出する薄板状の台板部３３とを備える。そして、前記台板部
３３を板状部材２０ａの前面に当接した状態で、該台板部３３をネジ等の固定手段で板状
部材２０ａに固定することで、枠状装飾部材３０が板状部材２０ａに取り付けられて、該
枠状装飾部材３０の外側、具体的には庇状部３２とレール部材２２との間にパチンコ球が
流下する遊技領域２１が画成されるようになっている。なお、枠状装飾部材３０を板状部
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材２０ａに取り付けた状態で、庇状部３２の後端縁から外方に延出する台板部３３が板状
部材２０ａの前面に沿って延在して、台板部３３の前側をパチンコ球が通過可能に構成さ
れる。
【００２２】
　すなわち、遊技盤２０に画成された前記遊技領域２１は、前記枠状装飾部材３０の左側
に形成された第１の流下領域２１ａと、当該枠状装飾部材３０の右側に形成された第２の
流下領域２１ｂとに区画されており、操作ハンドル１６の操作レバー１６ａを回動操作し
て打球力を調節することにより、パチンコ球を第１の流下領域２１ａに流下させる遊技形
態(左打ち)およびパチンコ球を第２の流下領域２１ｂに流下させる遊技形態(右打ち)の何
れかを遊技者が任意に選択し得るようになっている。そして、前記遊技領域２１は、前記
枠状装飾部材３０の下方位置において第１および第２の流下領域２１ａ,２１ｂが合流す
るようになっており、当該第１および第２の流下領域２１ａ,２１ｂが合流する合流領域
に前記アウト口２６が形成されており、枠状装飾部材３０の左側および右側を流下したパ
チンコ球がアウト口２６まで流下し得るよう構成されている。
【００２３】
　また、前記枠状装飾部材３０の庇状部３２は、枠状装飾部材３０(台板部３３)の左側縁
の略中間位置から上縁および右下縁に亘って連続して延在するよう設けられており、前記
図柄表示装置１７における表示部の前面側を横切ってパチンコ球が流下(落下)するのを規
制している。なお、図３に枠状装飾部材３０の右側縁側の庇状部３２を図示してある。ま
た庇状部３２は、最上部位置から左右方向に下方傾斜するよう形成されて、遊技領域２１
に打ち出されたパチンコ球が庇状部３２上で滞ることなく枠状装飾部材３０の左側方(第
１の流下領域２１ａ)または右側方(第２の流下領域２１ｂ)へ誘導案内されるよう形成さ
れている。
【００２４】
　前記枠状装飾部材３０には、図２に示すように、前記表示窓部３０ａの下側(枠状装飾
部材３０の内周下縁部)にステージ３４が配設されている。そして、遊技領域２１(第１の
流下領域２１ａ)を流下する過程でステージ３４に移動したパチンコ球が、ステージ３４
の上面となる転動面を左右に転動した後に、後述する第１始動入賞部４１の第１始動入賞
口４１ａの上方で遊技領域２１に排出されるようになっている。すなわち、ステージ３４
によりパチンコ球を第１始動入賞部４１の配設位置上方まで誘導することで、球導入部３
６に取り込まれずに第１の流下領域２１ａを流下したパチンコ球が第１始動入賞部４１に
入賞する確率よりも、球導入部３６に取り込まれたパチンコ球が第１始動入賞部４１に入
賞する確率のほうが高くなるようにしている。また、前記ステージ３４の後端部には、当
該ステージ３４の左右方向の全長に亘って転動面から上側に向けて所定高さで立ち上がる
仕切壁３５が設けられ、ステージ３４上を転動するパチンコ球が図柄表示装置１７の表示
部側に移動するのを該仕切壁３５で防止している。
【００２５】
　ここで、前記枠状装飾部材３０は、図２に示すように、当該枠状装飾部材３０の上部か
ら右側部の間で前記レール部材２２に近接するよう構成されている。すなわち、前記第２
の流下領域２１ｂは、前記枠状装飾部材３０の上方位置で前記第１の流下領域２１ａに接
続すると共にパチンコ球を一列で流下させる通路幅に形成された整列流路ＲＡと、当該整
列流路ＲＡの下流側に位置して複数のパチンコ球が並列で流下可能な通路幅に形成された
拡大流路ＲＢとに分けられると共に、当該整列流路ＲＡおよび拡大流路ＲＢの間に、整列
流路ＲＡを通過したパチンコ球を複数方向へ振り分けて拡大流路ＲＢ(後述する第１～第
３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３)に流下させる流路振分部１００(後述)が配設されている。
そして、拡大流路ＲＢに複数の入球部(実施例では第２始動入賞部４２、特別入賞部５１,
５２、普通入賞部５５、ゲート部６０等)が集約的に配置されている。
【００２６】
　すなわち、前記遊技盤２０には、パチンコ球が入賞可能な複数の入球部４１,４２,５１
,５２,５５,６０が前記遊技領域２１内に配設されており、当該入球部４１,４２,５１,５



(9) JP 6286327 B2 2018.2.28

10

20

30

40

50

２,５５,６０へのパチンコ球の入球に基づいて制御が実行されることで所定の遊技を行い
得るようになっている。具体的に、実施例のパチンコ機１０では、前記第１の流下領域２
１ａに位置するよう前記入球部としての第１始動入賞部４１が枠状装飾部材３０の下方に
配置されると共に、前記第２の流下領域２１ｂに位置するよう前記入球部としての第２始
動入賞部４２、第１および第２特別入賞部５１,５２、ゲート部６０が当該枠状装飾部材
３０の右側方に配置されている。
【００２７】
　ここで、遊技盤２０に設けられた遊技釘２７の配置や枠状装飾部材３０の形状等により
、前記第２の流下領域２１ｂを流下したパチンコ球が第１始動入賞部４１に略入賞し得な
いよう構成されると共に、前記第１の流下領域２１ａを流下したパチンコ球が第２始動入
賞部４２や第１および第２特別入賞部５１,５２、ゲート部６０に略入賞し得ないよう構
成されている。すなわち、実施例に係るパチンコ機１０では、前記第１の流下領域２１ａ
をパチンコ球が流下する場合(左打ちの場合)に、パチンコ球が第２の流下領域２１ｂを流
下する場合に較べて第１始動入賞部４１の第１始動入賞口４１ａにパチンコ球が入賞する
可能性が高くなるよう構成されると共に、該第２の流下領域２１ｂをパチンコ球が流下す
る場合(右打ちの場合)に、パチンコ球が第１の流下領域２１ａを流下する場合に較べて第
２始動入賞部４２の第２始動入賞口４２ａや第１および第２特別入賞部５１,５２の特別
入賞口５１ａ,５２ａ、ゲート部６０の普図始動口６０ａへパチンコ球が入賞する可能性
が高くなるよう構成されている。従って、操作レバー１６ａの回動操作により左打ちおよ
び右打ちを能動的に打ち分けることで、パチンコ球が入賞可能な入賞部４１,４２,５１,
５２,６０を切り替え得るようになっている。なお、実施例の遊技盤２０には、前記第１
および第２の流下領域２１ａ,２１ｂの夫々に位置するよう入球部としての普通入賞部５
５が配置されており、第１および第２の流下領域２１ａ,２１ｂを流下させたパチンコ球
を普通入賞部５５に入賞させ得るようになっている。
【００２８】
(流路振分部１００)
　前記流路振分部(振分手段)１００は、図３～図９に示すように、パチンコ球が入球可能
な１つの球入口１０１と、当該球入口１０１に入球したパチンコ球が通出する複数(実施
例では３つ)の球出口１０２ａ～１０２ｃと、当該球入口１０１から球出口１０２ａ～１
０２ｃに至る経路に設けられた複数(実施例では２つ)の振分体１３０,１４０とを備えて
おり、当該球入口１０１を通過したパチンコ球を複数の振分体１３０,１４０が複数の球
出口１０２ａ～１０２ｃに振り分けて通出させるよう構成されている。なお、実施例では
、３つの球出口１０２ａ～１０２ｃが流路振分部１００に設けられると共に、パチンコ球
を２つの経路に振り分けるよう作動する２つの振分体１３０,１４０を備えている。以下
の説明では、３つの球出口を左側から順に第１球出口１０２ａ、第２球出口１０２ｂ、第
３球出口１０２ｃと指称して区別すると共に、球入口１０１を通過したパチンコ球を２つ
の経路に振り分ける振分体を第１振分体１３０と指称し、当該第１振分体１３０により振
り分けられたパチンコ球を更に２つの経路に振り分ける振分体を第２振分体１４０と指称
して区別する場合がある。なお、流路振分部１００の詳細な構成は、後述する。
【００２９】
　また、図２、図３に示すように、前記遊技盤２０には、前記流路振分部１００の下流に
おいて前記第２の流下領域２１ｂ(拡大流路ＲＢ)を複数の領域に区画するよう遊技釘２７
が配置されている。実施例では、前記流路振分部１００の第１球出口１０２ａを通出した
パチンコ球が流下可能な領域(以下、第１球出口領域という)ＲＢ１と、当該流路振分部１
００の第２球出口１０２ｂを通出したパチンコ球が流下可能な領域(以下、第２球出口領
域という)ＲＢ２と、当該流路振分部１００の第３球出口１０２ｃを通出したパチンコ球
が流下可能な領域(以下、第３球出口領域という)ＲＢ３とに第２の流下領域２１ｂ(拡大
流路ＲＢ)が区画されるよう遊技釘２７が配置されている。
【００３０】
　ここで、第１球出口領域(第１非特定経路)ＲＢ１および第２球出口領域(第２非特定経
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路)ＲＢ２は、第２球出口領域ＲＢ２から第１球出口領域ＲＢ１へのパチンコ球の移動が
許容されるよう遊技釘２７により区画されると共に、前記第２球出口領域ＲＢ２および第
３球出口領域(特定経路)ＲＢ３は、相互の領域間でパチンコ球が往来不能となるよう遊技
釘２７により完全に区画されている。すなわち、第１球出口領域ＲＢ１および第２球出口
領域ＲＢ２を区画する遊技釘２７は、パチンコ球が通過可能な間隔で隙間が空くよう配置
されており、当該隙間をパチンコ球が通過することで、第２球出口領域ＲＢ２から第１球
出口領域ＲＢ１へのパチンコ球の移動が許容している。なお、実施例では、第１球出口領
域ＲＢ１および第２球出口領域ＲＢ２を区画する遊技釘２７間に１箇所の隙間が空くよう
構成してある。また、前記第１球出口領域ＲＢ１および第２球出口領域ＲＢ２は、下流に
おいて１つの領域に合流するようになっている。すなわち、操作ハンドル１６の操作レバ
ー１６ａを回動操作して第２の流下領域２１ｂに打ち出されたパチンコ球は、前記流路振
分部１００による振分に応じて、第１球出口１０２ａを通出して第１球出口領域ＲＢ１を
流下するか、第２球出口１０２ｂを通出して第２球出口領域ＲＢ２または第３球出口領域
ＲＢ３を流下するか、あるいは第３球出口１０２ｃを通出して第３球出口領域ＲＢ３を流
下するようになっている。
【００３１】
(第１始動入賞部４１について)
　前記第１始動入賞部４１は、図２に示すように、パチンコ球が入賞(入球)可能な第１始
動入賞口(始動口)４１ａが上方に常時開口するよう設けられており、前記第１の流下領域
２１ａを流下するパチンコ球が一定の割合で第１始動入賞口４１ａに入賞し得るようにな
っている。また、前記第１始動入賞部４１は、第１始動入賞口４１ａに入賞したパチンコ
球の排出経路(図示せず)に、パチンコ球を検出する検出手段としての第１始動入賞検出セ
ンサＳＥ１が配設されている。第１始動入賞検出センサＳＥ１は、前記設置部材の裏面に
配設されたメイン制御基板３０１に配線接続されており(図１２参照)、該第１始動入賞検
出センサＳＥ１からの球検出信号がメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａに入力される
ことを判定条件としてメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａが特図当り判定(当り判定)
を行うと共に、当該球検出信号の入力を賞球の払出条件として、該ＣＰＵ３０１ａが賞球
の払い出しを決定し、当該決定に基づいてメイン制御基板３０１から払出制御基板に対し
て払出制御信号が出力されるようになっている。
【００３２】
(第２始動入賞部４２について)
　前記第２始動入賞部４２は、第２の流下領域２１ｂ内で開口する第２始動入賞口４２ａ
を開閉部材４２ｂの作動に伴い開閉するよう構成されており、駆動手段としての始動入賞
ソレノイドＳＬ１(図１２参照)の駆動に伴って開閉部材４２ｂが第２始動入賞口４２ａを
閉鎖する閉鎖位置と開放する開放位置に変位するよう構成されている。すなわち、第２始
動入賞口４２ａは、始動入賞ソレノイドＳＬ１を駆動することでパチンコ球の入賞確率を
可変し得るよう構成される。なお、実施例における第２始動入賞部４２は、前後に開口す
るよう形成された第２始動入賞口４２ａを左右から挟むように一対の開閉部材４２ｂを備
えており、始動入賞ソレノイドＳＬ１の駆動に伴い一対の開閉部材４２ｂが相互に近接お
よび離間するよう揺動することで、パチンコ球が入賞不能となるよう第２始動入賞口４２
ａを閉鎖する閉鎖状態(図３参照)と、パチンコ球が入賞可能となるよう第２始動入賞口４
２ａを開放する開放状態とに切り替わるよう構成されている。前記第２始動入賞部４２は
、前記第２始動入賞口４２ａに入賞したパチンコ球の排出経路(図示せず)に、パチンコ球
を検出する検出手段としての第２始動入賞検出センサＳＥ２を備えている。第２始動入賞
検出センサＳＥ２は、前記メイン制御基板３０１に配線接続されており(図１２参照)、該
第２始動入賞検出センサＳＥ２からの球検出信号がメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１
ａに入力されることを判定条件としてメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａが特図当り
判定を行うと共に、当該球検出信号の入力を賞球の払出条件として、該ＣＰＵ３０１ａが
賞球の払い出しを決定し、当該決定に基づいてメイン制御基板３０１から払出制御基板に
対して払出制御信号が出力されるようになっている。
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【００３３】
　ここで、実施例のパチンコ機１０では、第１および第２始動入賞検出センサＳＥ１,Ｓ
Ｅ２によるパチンコ球の検出(第１始動入賞口４１ａまたは第２始動入賞口４２ａへのパ
チンコ球の入賞)に伴って各種情報(乱数)が取得され、この取得した情報に基づいて特図
の当り判定が行われるよう構成されている。そして、特図当り判定の結果に基づいて前記
図柄表示装置１７において図柄変動演出が実行され、該図柄表示装置１７での図柄変動演
出の結果、該図柄表示装置１７の表示部に所定の組合せ(例えば同一飾図の３つ揃い等)で
飾図が確定停止表示されることで、遊技者に有利な特図当り遊技(大当り遊技や小当り遊
技)が付与されるようになっている。そして、特図当り遊技の発生に伴って第１特別入賞
部５１の作動部材８０(後述)や、第２特別入賞部５２の開閉部材５２ｂ(後述)が作動変位
されて、特別入賞口５１ａ,５２ａへのパチンコ球の入賞に伴い遊技者が賞球を獲得し得
る機会が与えられるよう構成されている。すなわち、メイン制御基板３０１のＣＰＵ３０
１ａは、始動入賞部４１,４２へのパチンコ球の入賞に基づいて行う特図当り判定の結果
に応じて当り遊技を生起することを決定するよう構成されており、当該ＣＰＵ３０１ａが
当り判定手段として機能するようになっている。ここで、前記メイン制御基板３０１のＣ
ＰＵ３０１ａでの特図当り判定の結果に基づく制御信号が、前記図柄表示装置１７におけ
る演出実行を制御するサブ制御基板３０２(図１２参照)に入力されるように構成されてお
り、当該メイン制御基板３０１からの制御信号に基づいてサブ制御基板３０２が備えるＣ
ＰＵが図柄変動演出の演出内容を決定するようになっている。すなわち、サブ制御基板３
０２のＣＰＵは、特図当り判定の結果に基づいて演出を制御する演出実行制御手段として
機能するものである。
【００３４】
　ここで、前記第２始動入賞部４２は、前記第２の流下領域２１ｂにおいて第３球出口領
域ＲＢ３内に位置するよう配置されており、当該第３球出口領域ＲＢ３を流下するパチン
コ球が前記第２始動入賞口４２ａに入賞し得る一方で、第１および第２球出口領域ＲＢ１
,ＲＢ２を流下するパチンコ球が第２始動入賞口４２ａに入賞し得ないよう構成されてい
る。
【００３５】
(第１および第２特別入賞部５１,５２について)
　図９～図１１に示すように、前記第１特別入賞部(第１入球部)５１は、第２の流下領域
２１ｂ内で開口する第１特別入賞口(第１入球口)５１ａを作動部材８０の作動に伴い開閉
するよう構成されると共に、前記第２特別入賞部(第２入球部)５２は、第２の流下領域２
１ｂ内で開口する第２特別入賞口(第２入球口)５２ａを開閉部材５２ｂの作動に伴い開閉
するよう構成されている。ここで、前記第１特別入賞部５１の作動部材８０には駆動手段
としての第１特別入賞ソレノイドＳＬ２(図１２参照)が連繋接続されると共に、第２特別
入賞部５２の開閉部材５２ｂには駆動手段としての第２特別入賞ソレノイドＳＬ３が連繋
接続されており、当該ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３を駆動することで対応する特別入賞口５
１ａ,５２ａへパチンコ球が入賞可能な状態と、入賞が不能な状態とに切り替えられるよ
うになっている。また、前記第１特別入賞部５１は、前記第１特別入賞口５１ａに入賞し
たパチンコ球を通過させる通路途中に、当該通路を通過するパチンコ球を検出する入賞検
出手段としての第１特別入賞検出センサＳＥ３を備えると共に、前記第２特別入賞部５２
は、前記第２特別入賞口５２ａに入賞したパチンコ球を通過させる通路途中に、当該通路
を通過するパチンコ球を検出する入賞検出手段としての第２特別入賞検出センサＳＥ４を
備えている。前記第１および第２特別入賞検出センサＳＥ３,ＳＥ４は、パチンコ機１０
の裏側に配設された制御手段としてのメイン制御基板３０１に配線接続されている。そし
て、特別入賞検出センサＳＥ３からの検出信号がメイン制御基板３０１のメイン制御ＣＰ
Ｕ(メイン制御手段)３０１ａに入力されることを賞球の払出条件として、該メイン制御Ｃ
ＰＵ３０１ａが所定数(例えば１５個)の賞球の払い出しを決定するようになっている。ま
た、前記第１および第２特別入賞ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３は、前記第１始動入賞部４１
または第２始動入賞部４２へのパチンコ球の入賞を契機として第１特別入賞部５１や第２
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特別入賞部５２を開放する特図当り遊技が付与される場合に、特図当り遊技の種類に応じ
た所定の開閉条件に従って作動部材８０および開閉部材５２ｂの何れかを作動させるよう
メイン制御基板３０１によって駆動制御される。なお、前記第１特別入賞部５１および第
２特別入賞部５２に関しては後で詳述する。
【００３６】
　ここで、前記第１特別入賞部５１は、前記第２の流下領域２１ｂにおいて前記第１およ
び第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２の出口位置に位置するよう配置されており、当該第１お
よび第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２を流下したパチンコ球が前記第１特別入賞口５１ａに
入賞し得る一方で、第３球出口領域ＲＢ３を流下するパチンコ球は第１特別入賞口５１ａ
に入賞不能または入賞困難となるよう構成されている。また、前記第２特別入賞部５２は
、前記第１特別入賞部５１の下方に位置するよう配置されており、当該第１特別入賞部５
１と同様に、前記第１および第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２を流下したパチンコ球が前記
第１特別入賞口５１ａに入賞し得る一方で、第３球出口領域ＲＢ３を流下するパチンコ球
は第１特別入賞口５１ａに入賞不能または入賞困難となるよう構成されている。
【００３７】
(普通入賞部５５について)
　図２、図１１に示すように、前記普通入賞部５５は、前記遊技領域２１の左右下部位置
において、パチンコ球が入賞(入球)可能な普通入賞口５５ａが上方に常時開口するよう前
記遊技盤２０に設けられており、第１の流下領域２１ａを流下するパチンコ球および第２
の流下領域２１ｂを流下するパチンコ球の夫々が一定の割合で普通入賞口５５ａに入賞し
得るようになっている。実施例では、遊技盤２０の左下部位置に配設された左側の入賞ユ
ニット部材２００に２つの普通入賞部５５が設けられ、遊技盤２０の右下部位置に配設さ
れた右側の入賞ユニット部材２１０に１つの普通入賞部５５が設けられている。また、前
記各普通入賞部５５は、普通入賞口５５ａに入賞したパチンコ球を通過させる通路途中に
、当該通路を通過するパチンコ球を検出する入賞検出手段としての普通入賞検出センサＳ
Ｅ５(図１２参照)を備えている。前記普通入賞検出センサＳＥ５は、パチンコ機１０の裏
側に配設された制御手段としてのメイン制御基板３０１に配線接続されている。そして、
普通入賞検出センサＳＥ５からの検出信号がメイン制御基板３０１のメイン制御ＣＰＵ(
メイン制御手段)３０１ａに入力されることを賞球の払出条件として、該メイン制御ＣＰ
Ｕ３０１ａが所定数(例えば１０個)の賞球の払い出しを決定するようになっている。
【００３８】
　ここで、前記右側の入賞ユニット部材２１０に設けられた前記普通入賞部５５は、前記
第３球出口領域ＲＢ３の出口位置に位置する落下口９５ａ(後述)の下方に位置するよう配
置されており、当該第３球出口領域ＲＢ３を流下したパチンコ球が前記普通入賞口５５ａ
に入賞し得る一方で、第１および第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２を流下するパチンコ球は
普通入賞口５５ａに入賞不能または入賞困難となるよう構成されている。すなわち、実施
例では、パチンコ球が一定の入賞率で入賞可能な入賞部(実施例では普通入賞部５５)を備
えた特定経路として前記第３球出口領域ＲＢ３が形成されており、非特定経路としての第
１および第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２には、パチンコ球が一定の入賞率で入賞可能な入
賞部が配設されないよう構成されている。また、実施例では、前述のように、特定経路と
しての第３球出口領域ＲＢ３に、パチンコ球が一定の入賞率で入賞可能な普通入賞部５５
とは別に、始動入賞部(実施例では第２始動入賞部４２)が配設されており、非特定経路と
しての第１および第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２の下流端部に、特図当り遊技に際して入
賞口が開放される特別入賞部(第１特別入賞部５１)が配設されている。
【００３９】
(ゲート部６０について)
　前記ゲート部６０は、図２、図３に示すように、上下に貫通するよう普図始動口６０ａ
が形成されており、第２の流下領域２１ｂを流下するパチンコ球がゲート部６０の上方か
ら下方へ通過し得るようになっている。また、ゲート部６０には、当該ゲート部６０(普
図始動口６０ａ)を通過するパチンコ球を検出するゲートセンサＳＥ６が設けられている
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。このゲートセンサＳＥ６は、前記メイン制御基板３０１(図１２参照)に配線接続されて
いるに配線接続されており、該ゲートセンサＳＥ６からメイン制御基板３０１への球検出
信号の入力(すなわちパチンコ球の検出)に伴って普図当り判定条件(第２の当り判定条件)
が成立するようになっている。そして、普図当り判定条件の成立に伴って普図当り遊技を
生起させるか否かに関する普図当り判定が行われ、該普図当り判定の結果に応じて前記第
２始動入賞部４２の始動入賞ソレノイドＳＬ１が駆動制御されて、当該開閉部材４２ｂが
開閉動作するようになっている。すなわち、実施例のパチンコ機１０は、ゲートセンサＳ
Ｅ６によるパチンコ球の検出を契機として行われる普図当り判定の判定結果が当りの判定
である場合に、前記第２始動入賞部４２の第２始動入賞口４２ａを所定の開放条件で開放
する普図当り遊技が行われて、当該第２始動入賞口４２ａへパチンコ球を入賞させ得る機
会が与えられるようになっている。
【００４０】
　ここで、前記ゲート部６０は、前記第２の流下領域２１ｂにおいて第２球出口領域Ｒ２
に位置するよう配置されており、当該第２球出口領域Ｒ２を流下するパチンコ球がゲート
部６０の普図始動口６０ａを通過し得る一方で、第１および第３球出口領域ＲＢ１,ＲＢ
３を流下するパチンコ球がゲート部６０の普図始動口６０ａを通過し得ないよう構成され
ている。
【００４１】
(流路振分部１００の具体的構成について)
　次に、前述した流路振分部１００の具体的な構成について説明する、前記流路振分部１
００は、図７に示すように、前記第２の流下領域２１ｂにおいて前記整列流路ＲＡと拡大
流路ＲＢとの間に位置するよう前記枠状装飾部材３０の右上側部に配設されており、当該
流路振分部１００の球入口１０１が整列流路ＲＡの下流端に開口すると共に、流路振分部
１００の球入口１０１が拡大流路ＲＢに開口するようになっている。すなわち、前記第２
の流下領域２１ｂに打ち出された全てのパチンコ球が流路振分部１００の球入口１０１に
流入するよう構成されて、当該球入口１０１に流入したパチンコ球が振分体１３０,１４
０により振り分けられて第１～第３球出口１０２ａ～１０２ｃの何れかを通出するように
なっている。
【００４２】
　前記流路振分部１００は、図５、図６に示すように、前記枠状装飾部材３０に取り付け
られるベース部１１０と、当該ベース部１１０の前面側に取り付けられる前側部材１２０
とを備え、当該ベース部１１０および前側部材１２０の間にパチンコ球が通過する球通路
１５０,１５１,１５２,１５３が形成されると共に前記各振分体１３０,１４０が配設され
ている。具体的に、実施例の流路振分部１００には、前記球入口１０１に連通する入口通
路１５０と、前記第１～第３球出口１０２ａ～１０２ｃに対応して連通する第１～第３出
口通路１５１～１５３とが設けられている。そして、前記入口通路１５０の球出口および
第１～第３出口通路１５１～１５３の球入口に連通するよう流路振分部１００に設けられ
た収容部１５５に、前記第１および第２振分体１３０,１４０が配設されており、当該入
口通路１５０を介して収容部１５５に流入するパチンコ球により第１振分体１３０や第２
振分体１４０を作動させて、第１～第３出口通路１５１～１５３にパチンコ球を振り分け
るよう構成されている。
【００４３】
　なお、実施例における第１振分体１３０は、前記入口通路１５０を通過したパチンコ球
を前記第２振分体１４０の配設位置へ向けて誘導する姿勢(図７、図８(a)参照)と、当該
パチンコ球を前記第３出口通路１５３へ向けて誘導する姿勢(図８(c)参照)とに姿勢変位
可能に構成されている。また、第２振分体１４０は、前記第１振分体１３０により第２振
分体１４０の配設位置に向けて誘導されたパチンコ球を前記第１出口通路１５１へ向けて
誘導する姿勢(図７、図８(a)参照)と、当該パチンコ球を前記第２出口通路１５２へ向け
て誘導する姿勢(図８(b)参照)とに姿勢変位可能に構成されている。なお、後述のように
、実施例第１および第２振分体１３０,１４０は、前後に延在する回転軸部１３２,１４２
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を中心としてパチンコ球の自重により所定範囲で往復回転する共通した構成により２つの
姿勢に回転変位し得るよう形成されている。また、以下の説明では第２振分体１４０の配
設位置へ向けてパチンコ球を誘導する第１振分体１３０の姿勢を第１振分姿勢Ａ１と指称
し、第３出口通路１５３へ向けて誘導するパチンコ球を誘導する第１振分体１３０の姿勢
を第２振分姿勢Ａ２と指称すると共に、第１出口通路１５１へ向けてパチンコ球を誘導す
る第２振分体１４０の姿勢を第１振分姿勢Ｂ１と指称し、第２出口通路１５２へ向けてパ
チンコ球を誘導する第２振分体１４０の姿勢を第２振分姿勢Ｂ２と指称して区別する場合
がある。
【００４４】
(ベース部１１０について)
　前記ベース部１１０は、図５、図６に示すように、前記枠状装飾部材３０の台板部３３
と略同じ厚みの薄板状に形成されており、当該ベース部１１０の裏面に複数(実施例では
２つ)の取付突部１１０ａが後方へ突出するよう形成されている。実施例では、ベース部
１１０の裏面における上端部および左下端部に前記取付突部１１０ａが夫々形成されてい
る。そして、前記流路振分部１００(ベース部１１０)の各取付突部１１０ａと前後に整列
する位置に、前方へ開口する筒状の嵌合筒部３７が前記枠状装飾部材３０に形成されてお
り、当該取付突部１１０ａを対応する嵌合筒部３７に前側から嵌合させた状態で後方から
ネジ止めすることにより、流路振分部１００が枠状装飾部材３０の右側部に固定されるよ
うになっている。すなわち、前記枠状装飾部材３０は、前記流路振分部１００を備えたユ
ニット部材として構成されており、当該枠状装飾部材３０を遊技盤２０(板状部材２０ａ)
に取り付けることにより、当該流路振分部１００が遊技盤２０(板状部材２０ａ)に取り付
けられるよう構成されている。なお、前記ベース部１１０の右下部位置には、前後に貫通
する通孔１１０ｂが形成されて、当該通孔１１０ｂに前側から挿入したネジを遊技盤２０
(板状部材２０ａ)にネジ止めするよう構成されており、当該流路振分部１００が遊技盤２
０(板状部材２０ａ)に対して安定して固定されるようになっている。また、前記枠状装飾
部材３０に取り付けた状態で、当該枠状装飾部材３０の台板部３３の前面と、前記ベース
部１１０の前面が略同一面上に位置するよう構成されて、当該ベース部１１０が板状部材
２０ａの前面に沿って延在し、当該ベース部１１０の前面側をパチンコ球が通過可能にな
っている。
【００４５】
　また、図６に示すように、前記ベース部１１０の裏面には、外周縁部に近接する位置に
後方へ向けて突出する支持壁部１１０ｃが設けられて、当該ベース部１１０を補強するよ
うになっている。実施例では、前記ベース部１１０の右縁部および下縁部に近接する位置
に、当該右側縁部および下縁部に沿って延在するよう前記支持壁部１１０ｃが設けられて
いる。なお、前記支持壁部１１０ｃは、前記流路振分部１００を板状部材２０ａに取り付
けた際に、当該板状部材２０ａに形成された装着口に対して前側から挿入されるようにな
っている。
【００４６】
(前側部材１２０について)
　前記前側部材１２０は、図５、図６に示すように、前記ベース部１１０に対向する前面
板部１２１と、当該前面板部１２１の後面からベース部１１０に向けて突出するよう設け
られて球通路(入口通路１５０、出口通路１５１～１５３)を画成する通路壁部１２３,１
２４,１２６,１２７,１２８とを備え、当該通路壁部１２３,１２４,１２６,１２７,１２
８の後端部をベース部１１０の前面に当接させた状態でベース部１１０と前側部材１２０
とが固定されるようになっている。ここで、前記前側部材１２０は、透明な合成樹脂材に
より形成されている。すなわち、前記前面板部１２１は、前側から後方を透視し得る有色
または無色の透明な板状に形成されており、前記ベース部１１０と前側部材１２０との間
に設けられる前記入口通路１５０や各出口通路１５１～１５３を通過するパチンコ球およ
び前記振分体１３０,１４０によるパチンコ球の振分状態を遊技盤２０の前面側から透視
し得るようになっている。なお、前記前側部材１２０は、少なくとも前面板部１２１が透
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明に形成されていればよく、前記通路壁部１２３,１２４,１２６,１２７,１２８を着色等
により不透明に形成してもよい。また、前面板部１２１の全体が透明である必要はなく、
前記入口通路１５０や各出口通路１５１～１５３、振分体１３０,１４０を前側から視認
し得る形態であればよい。
【００４７】
　ここで、前記前側部材１２０には、図６、図７に示すように、前記前面板部１２１の上
部において左右に対向する位置に、前記入口通路１５０を画成する上側通路壁部１２３が
上下に延在するよう設けられている。すなわち、前記ベース部１１０と、前記前側部材１
２０の前面板部１２１と、前記左右の上側通路壁部１２３とにより上下方向に延在する球
通路(入口通路１５０)が画成され、当該球通路(入口通路１５０)の上方開口が流路振分部
１００の球入口１０１として前記整列流路ＲＡの下流端で開口するように構成されている
。ここで、前記左側の上側通路壁部１２３の上端部が前記枠状装飾部材３０において整列
流路ＲＡを画成する庇状部３２の端部に連続するよう構成されており、当該庇状部３２に
沿って整列流路ＲＡを一列で流下する全てのパチンコ球が前記入口通路１５０の球入口１
０１に入球し得るようになっている。
【００４８】
　そして、図６、図７に示すように、前記前側部材１２０において前記左右の上側通路壁
部１２３の下端部に、前記各振分体１３０,１４０の収容部１５５を形成する収容画壁部
１２４が夫々連設するよう設けられている。前記左右の収容画壁部１２４は、下方へ向け
て相互に離間するよう形成されており、前記入口通路１５０を通過したパチンコ球が前記
振分体１３０,１４０の振り分けに応じて左右方向に移動し得るようになっている。なお
、右側の上側通路壁部１２３に連設する収容画壁部１２４は、第１振分体１３０を支持す
る第１回転軸部１３２を中心とする円弧状に湾曲形成されており、当該第１振分体１３０
により右側(第３出口通路１５３側)に振り分けられたパチンコ球を円滑に誘導し得るよう
になっている。なお、実施例では、左側の上側通路壁部１２３に連設する収容画壁部１２
４の下端部が前記枠状装飾部材３０の庇状部３２の端部に連続するよう構成されており、
当該庇状部３２が前記収容部１５５の一部を画成するようになっている。
【００４９】
　また、図６、図７に示すように、前記前側部材１２０には、前記前面板部１２１の下部
において左右に離間する位置に、前記第１～第３出口通路１５１～１５３を画成する第１
～第３下側通路壁部１２６～１２８が上下に延在するよう設けられている。ここで、前記
第１下側通路壁部１２６および第２下側通路壁部１２７は、前記前面板部１２１の下部に
おいて左右に対向する位置に上下に延在するよう夫々設けられており、当該第１下側通路
壁部１２６が前記枠状装飾部材３０の庇状部３２に対して対向するよう構成されている。
すなわち、前記ベース部１１０と、前側部材１２０の前面板部１２１と、第１下側通路壁
部１２６と、枠状装飾部材３０の庇状部３２とにより上下方向に延在する球通路(第１出
口通路１５１)が画成され、当該ベース部１１０と、前側部材１２０の前面板部１２１と
、第２および第３下側通路壁部１２７,１２８とにより上下方向に延在する球通路(第２出
口通路１５２)が画成されている。なお、実施例では、前記第２出口通路１５２の中心線
が前記入口通路１５０の入口通路１５０よりも枠状装飾部材３０側に偏倚して位置するよ
う構成されている。すなわち、前記第１下側通路壁部１２６は、前記左側の上側通路壁部
１２３よりも左側に位置し、前記第２下側通路壁部１２７は、前記右側の上側通路壁部１
２３よりも左側に位置している。また、前記第３下側通路壁部１２８は、前記第２下側通
路壁部１２７の右側方に隣接する位置に設けられて、当該第３下側通路壁部１２８が前記
レール部材２２(具体的には第２レール２４)に対して対向するよう構成されている。すな
わち、前記ベース部１１０と、前記前側部材１２０の前面板部１２１と、第１下側通路壁
部１２６と、第２レール２４とにより右側へ向けて下方傾斜する球通路(第３出口通路１
５３)が画成されるようになっている。また、前記第３下側通路壁部１２８は、下方へ向
かうにつれて右側(第２レール２４側)に変位するよう傾斜した傾斜状に形成されて、第３
出口通路１５３を通過するパチンコ球を第２レール２４側に誘導する構成されている。な
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お、前記第２および第３下側通路壁部１２７,１２８は、夫々の上端部において接続して
、両通路壁部１２７,１２８が逆Ｖ字状に屈曲した１つの壁をなすよう形成されている。
【００５０】
(第１および第２振分体１３０,１４０について)
　図５～図７に示すように、前記第１および第２振分体１３０,１４０は、具体的な形状
は異なるものの、基本構成は共通した部材である。すなわち、各振分体１３０,１４０は
、前記流路振分部１００に回転可能に支持される回転軸部１３２,１４２を中心として周
方向に離間するよう複数(実施例では３つ)の誘導片１３０Ａ～１３０Ｃ,１４０Ａ～１４
０Ｃを備えており、誘導片１３０Ａ～１３０Ｃ,１４０Ａ～１４０Ｃにパチンコ球が接触
することで、前記第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１および第２振分姿勢Ａ２,Ｂ２に姿勢変位し得る
よう構成されている。なお、実施例では、前記第１振分体１３０の第１基部１３１に前後
に貫通するよう形成された軸挿通孔１３１ａに第１回転軸部１３２が挿通されると共に、
前記第２振分体１４０の第２基部１４１に前後に貫通するよう形成された軸挿通孔１４１
ａに第２回転軸部１４２が挿通されて、当該第１および第２回転軸部１３２,１４２の前
後の端部を、前記ベース部１１０に形成された後軸受け部１１０ｄおよび前記前側部材１
２０の前面板部１２１に形成された前軸受け部１２１ａで支持することで、流路振分部１
００に対して各振分体１３０,１４０が回転可能に支持されるようになっている。
【００５１】
(第１振分体１３０の具体的な構成)
　ここで、前記第１振分体１３０には、図５～図７に示すように、前記入口通路１５０を
通過したパチンコ球を当該第１振分体１３０の姿勢に応じて左側(第２振分体１４０側)ま
たは右側(第３出口通路１５３側)へ向けて誘導する第１誘導片１３０Ａと、当該第１振分
体１３０の左側に誘導されたパチンコ球が接触可能な第２誘導片１３０Ｂと、当該第１振
分体１３０の右側に誘導されたパチンコ球が接触可能な第３誘導片１３０Ｃとを備えてお
り、パチンコ球が第２誘導片１３０Ｂおよび第３誘導片１３０Ｃに接触することで、第１
振分体１３０が第１振分姿勢Ａ１および第２振分姿勢Ａ２に交互に姿勢変位するよう構成
される。前記第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａは、前記第１振分姿勢Ａ１において
前記第１基部１３１から右上方へ向けて延在すると共に前記第２振分姿勢Ａ２において第
１基部１３１から左上方へ向けて延在するよう形成されている。また、前記第１および第
２振分姿勢Ａ１,Ａ２の夫々において、前記第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａが前
記入口通路１５０の球出口の下方に位置するよう構成されている。すなわち、第１振分姿
勢Ａ１にある状態で入口通路１５０を通過したパチンコ球が第１誘導片１３０Ａの傾斜に
より第２振分体１４０側に誘導され、第２振分姿勢Ａ２にある状態で入口通路１５０を通
過したパチンコ球が第１誘導片１３０Ａの傾斜により第３出口通路１５３側に誘導される
ようになっている。
【００５２】
　ここで、前記第１振分姿勢Ａ１において、前記第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａ
の上端部と、前記入口通路１５０を形成する前記右側の上側通路壁部１２３の下端部との
間隔がパチンコ球の直径より狭くなるよう構成されており、この状態で入口通路１５０を
通過したパチンコ球が第１振分体１３０の右側(第３出口通路１５３側)へ移動するのを防
止している。同様に、前記第２振分姿勢Ａ２において、前記第１振分体１３０の第１誘導
片１３０Ａの上端部と、前記入口通路１５０を形成する前記左側の上側通路壁部１２３の
下端部との間隔がパチンコ球の直径より狭くなるよう構成されており、この状態で入口通
路１５０を通過したパチンコ球が第１振分体１３０の左側(第２振分体１４０側)へ移動す
るのを防止するようになっている。なお、前記第１振分姿勢Ａ１にある状態では、前記第
１振分体１３０に設けられた後述の第１規制突部１３４がベース部１１０に形成された第
１収容凹部１１１の内側面に当接することで前記第１振分体１３０の右回転が規制されて
、当該第１振分体１３０が第１振分姿勢Ａ１に保持されると共に、前記第２振分姿勢Ａ２
にある状態では、第１規制突部１３４が第１収容凹部１１１の内側面に当接することで第
１振分体１３０の左回転が規制され、当該第１振分体１３０が第２振分姿勢Ａ２に保持さ
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れる。
【００５３】
　また、図７、図８(a)に示すように、前記第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂは、
前記第１振分姿勢Ａ１において前記第１基部１３１から左方へ向けて下方傾斜するよう形
成されており、当該第１振分姿勢Ａ１において第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａの
傾斜により誘導されたパチンコ球が前記第２誘導片１３０Ｂ上に移動可能に構成されてい
る。すなわち、前記２誘導片１３０Ｂ上にパチンコ球が移動することで、前記第１振分体
１３０がパチンコ球の重みにより回転付勢されて第１回転軸部１３２を中心として第１振
分姿勢Ａ１から第２振分姿勢Ａ２に姿勢変位するよう構成されている。また、前記第１振
分体１３０の第２誘導片１３０Ｂは、前記第２振分姿勢Ａ２において前記第１基部１３１
から前記第２下側通路壁部１２７の上端部(第２出口通路１５２の球入口の開口縁)へ向け
て下方傾斜するよう構成される。すなわち、パチンコ球の重みにより回転付勢されて第１
振分体１３０が第１振分姿勢Ａ１から第２振分姿勢Ａ２に姿勢変位するのに伴って、当該
第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂによりパチンコ球が第２出口通路１５２へ向けて
誘導されるようになっている。但し、後述するように、前記第２振分体１４０が第２振分
姿勢Ｂ２にある状態では、当該第２振分体１４０の第１誘導片１４０Ａ(後述)が第１振分
体１３０の第２誘導片１３０Ｂの上方に重なるように位置するようになっている。すなわ
ち、第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にある状態で第１振分体１３０の左側に誘導さ
れたパチンコ球は、当該第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂ上に移動することなく第
２振分体１４０の第１誘導片１４０Ａ上に移動し、当該第１振分体１３０が第１振分姿勢
Ａ１に保持されるようになっている。
【００５４】
　また、図８(c)に示すように、前記第１振分体１３０の第３誘導片１３０Ｃは、前記第
２振分姿勢Ａ２において前記第１基部１３１から右方へ向け下方傾斜するよう形成されて
おり、当該第２振分姿勢Ａ２において第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａの傾斜によ
り誘導されたパチンコ球が前記第３誘導片１３０Ｃ上に移動するようになっている。すな
わち、前記第３誘導片１３０Ｃ上にパチンコ球が移動することで、前記第１振分体１３０
がパチンコ球の重みにより回転付勢されて第１回転軸部１３２を中心として第２振分姿勢
Ａ２から第１振分姿勢Ａ１に姿勢変位するよう構成されている。また、前記第１振分体１
３０の第３誘導片１３０Ｃは、前記第１振分姿勢Ａ１において前記第１基部１３１から前
記第３下側通路壁部１２８の上端部(第３出口通路１５３の球入口の開口縁)へ向けて下方
傾斜するよう構成される。すなわち、パチンコ球の重みにより回転付勢されて第１振分体
１３０が第２振分姿勢Ａ２から第１振分姿勢Ａ１に姿勢変位するのに伴って、当該第１振
分体１３０の第３誘導片１３０Ｃによりパチンコ球が第３出口通路１５３へ向けて誘導さ
れるようになっている。ここで、前記第１振分姿勢Ａ１において、前記第１振分体１３０
の第３誘導片１３０Ｃの下端部と、前記第３出口通路１５３を形成する前記第３下側通路
壁部１２８との間隔がパチンコ球の直径より狭くなるよう構成されており、当該第１振分
体１３０の第３誘導片１３０Ｃにより第３出口通路１５３へ向けて誘導されたパチンコ球
が隣接する第２出口通路１５２へ移動しないようになっている。
【００５５】
　また、前記第１振分体１３０には、図５、図６に示すように、前記第１基部１３１の後
端部から径方向外方に延在する第１仕切板１３３が前記第１誘導片１３０Ａおよび第３誘
導片１３０Ｃの間に亘って延在するよう設けられている。すなわち、前記第２振分姿勢Ａ
２において入口通路１５０を通過したパチンコ球は、前記第１誘導片１３０Ａ、第３誘導
片１３０Ｃおよび第１仕切板１３３で囲まれた領域に受け止められるよう構成されている
。このため、第１誘導片１３０Ａの傾斜に沿って第３誘導片１３０Ｃにパチンコ球が誘導
される際に、当該パチンコ球がベース部１１０と接触するのを第１仕切板１３３で防止で
きるから、第１振分体１３０を第２振分姿勢Ａ２から第１振分姿勢Ａ１に円滑に回転変位
させることが可能となる。また、前記第１仕切板１３３の前面は、前記第１基部１３１か
ら径方向に離間するにつれてベース部１１０に近接するよう傾斜したテーパ状に形成され



(18) JP 6286327 B2 2018.2.28

10

20

30

40

50

ており、入口通路１５０を通過したパチンコ球を円滑に第１誘導片１３０Ａ上に誘導し得
るようになっている。
【００５６】
(第２振分体１４０の具体的な構成)
　ここで、前記第２振分体１４０には、図５～図７に示すように、前記第１振分体１３０
により左側(第２振分体１４０側)へ誘導されたパチンコ球を当該第２振分体１４０の姿勢
に応じて左側(第１出口通路１５１側)または右側(第２出口通路１５２側)へ向けて誘導す
る第１誘導片１４０Ａと、当該第２振分体１４０の左側に誘導されたパチンコ球が接触可
能な第２誘導片１４０Ｂと、当該第１振分体１３０の右側に誘導されたパチンコ球が接触
可能な第３誘導片１４０Ｃとを備えており、パチンコ球が第２誘導片１４０Ｂおよび第３
誘導片１４０Ｃに接触することで、第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１および第２振分
姿勢Ｂ２に交互に姿勢変位するよう構成される。ここで、前記第２振分体１４０の第１誘
導片１４０Ａは、前記第１振分姿勢Ｂ１において第２基部１４１から右上方へ向けて延在
すると共に、前記第２振分姿勢Ｂ２において前記第２基部１４１から上方へ向けて延在す
るよう形成されている。ここで、前記第２振分姿勢Ｂ２において、前記第２振分体１４０
の第１誘導片１４０Ａの上端部と、前記収容部１５５を画成する前記枠状装飾部材３０の
庇状部３２との間隔がパチンコ球の直径より狭くなるよう構成されている。すなわち、前
記第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にある状態では、前記第１振分体１３０の第１誘
導片１３０Ａにより第２振分体１４０へ向けて誘導されたパチンコ球が、当該第２振分体
１４０の左側(すなわち第１出口通路１５１)へ移動するのを防止している。
【００５７】
　また、図７、図８(a)に示すように、前記第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１にある
状態では、前記第１振分姿勢Ａ１にある第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂの上方に
、当該第２振分体１４０の第１誘導片１４０Ａが重なるように位置している。すなわち、
前記第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａにより第２振分体１４０へ向けて誘導された
パチンコ球は、前記第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１にある状態で第１誘導片１４０
Ａ上に移動し、当該第１誘導片１４０Ａの傾斜により第２振分体１４０の左側(第１出口
通路１５１側)に誘導されるようになっている。なお、前記第１振分姿勢Ｂ１にある状態
では、前記第２振分体１４０に設けられた後述の第２規制突部１４４が第２収容凹部１１
２の内側面に当接することで第２振分体１４０の右回転が規制され、当該第２振分体１４
０が第１振分姿勢Ｂ１に保持されると共に、前記第２振分姿勢Ｂ２にある状態では、第２
規制突部１４４がベース部１１０に形成された第２収容凹部１１２の内側面に当接するこ
とで第２振分体１４０の左回転が規制されて、当該第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２
に保持される。
【００５８】
　更に、図７、図８(a)に示すように、前記第２振分体１４０の第２誘導片１４０Ｂは、
前記第１振分姿勢Ｂ１において前記第２基部１４１から左方へ向けて下方傾斜するよう形
成されており、当該第１振分姿勢Ｂ１において第２振分体１４０の第１誘導片１４０Ａの
傾斜により誘導されたパチンコ球が前記第２誘導片１４０Ｂ上に移動するよう構成されて
いる。すなわち、前記３誘導片１４０Ｃ上にパチンコ球が移動することで、前記第２振分
体１４０がパチンコ球の重みにより回転付勢されて第２回転軸部１４２を中心として第１
振分姿勢Ｂ１から第２振分姿勢Ｂ２に姿勢変位するよう構成されている。また、前記第２
振分体１４０の第２誘導片１４０Ｂは、前記第２振分姿勢Ｂ２において前記第２基部１４
１から前記第１出口通路１５１を形成する前記第１下側通路壁部１２６(第１出口通路１
５１の球入口の開口縁)へ向けて下方傾斜するよう構成される。すなわち、パチンコ球の
重みにより回転付勢されて第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１から第２振分姿勢Ｂ２に
姿勢変位するのに伴って、当該第２振分体１４０の第２誘導片１４０Ｂによりパチンコ球
が第１出口通路１５１へ向けて誘導されるようになっている。ここで、前記第２振分姿勢
Ｂ２において、前記第２振分体１４０の第２誘導片１４０Ｂの下端部と、前記第１出口通
路１５１を形成する前記第１下側通路壁部１２６との間隔がパチンコ球の直径より狭くな
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るよう構成されており、当該第２振分体１４０の第２誘導片１３０Ｂにより第１出口通路
１５１へ向けて誘導されたパチンコ球が隣接する第２出口通路１５２へ移動しないように
構成されている。
【００５９】
　また、前記第２振分体１４０には、図５、図６に示すように、前記第２基部１４１の後
端部から径方向外方に延在する第２仕切板１４３が前記第１誘導片１４０Ａおよび第２誘
導片１４０Ｂの間に亘って延在するよう設けられている。すなわち、前記第１振分姿勢Ａ
１において第１振分体１３０から誘導されたパチンコ球は、前記第１誘導片１４０Ａ、第
２誘導片１４０Ｂおよび第２仕切板１４３で囲まれた領域に移動するよう構成されている
。このため、第１誘導片１４０Ａの傾斜に沿って第２誘導片１４０Ｂにパチンコ球が誘導
される際に、当該パチンコ球がベース部１１０と接触するのを第２仕切板１４３で防止で
きるから、第２振分体１４０を第１振分姿勢Ｂ１から第２振分姿勢Ｂ２に円滑に回転変位
させることが可能となる。また、前記第２仕切板１４３の前面は、前記第２基部１４１か
ら径方向に離間するにつれてベース部１１０に近接するよう傾斜したテーパ状に形成され
ており、第１振分体１３０から誘導されたパチンコ球を円滑に第２振分体１４０の第１誘
導片１４０Ａ上に誘導し得るようになっている。
【００６０】
　また、図８(b)に示すように、前記第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃは、前記第
２振分姿勢Ｂ２において前記第２基部１４１から右方へ向けて下方傾斜すると共に、前記
第１振分姿勢Ａ１にある第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂの延長線上に位置するよ
う構成されている。なお、前記第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃは、前記第２基部
１４１の外周縁から接線方向に延在するよう形成されており、第２振分姿勢Ｂ２における
第３誘導片１４０Ｃの傾斜上端部が第１誘導片１４０Ａに接続するようになっている。す
なわち、前記第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にある状態では、前記第１振分体１３
０の第１誘導片１３０Ａにより第２振分体１４０へ向けて誘導されたパチンコ球は、当該
第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂの傾斜により第２振分体１４０の第３誘導片１４
０Ｃ上に移動するようになっている。そして、前記第３誘導片１４０Ｃ上にパチンコ球が
移動することで、前記第２振分体１４０がパチンコ球の重みにより回転付勢されて第２回
転軸部１４２を中心として第２振分姿勢Ｂ２から第１振分姿勢Ｂ１に姿勢変位するよう構
成されている。すなわち、前記第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にある状態において
、前記第１振分体１３０の第１誘導片１３０Ａにより第２振分体１４０へ向けてパチンコ
球が誘導された場合には、当該パチンコ球が第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂ上お
よび第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃ上に移動することにより、当該第１振分体１
３０が第１振分姿勢Ａ１から第２振分姿勢Ａ２へ姿勢変位されると共に、当該第２振分体
１４０が第２振分姿勢Ｂ２から第１振分姿勢Ｂ１へ姿勢変位されるようになっている。
【００６１】
　また、図８(ａ)に示すように、前記第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃは、前記第
１振分姿勢Ｂ１において前記第２基部１４１から前記第１下側通路壁部１２６の上端部(
第２出口通路１５２の球入口の開口左側縁)へ向けて下方傾斜するよう構成される。すな
わち、パチンコ球の重みにより回転付勢されて第１および第２振分体１３０,１４０の夫
々が第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１および第２振分姿勢Ａ２,Ｂ２の間で姿勢変位するのに伴って
、第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂおよび第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃ
によりパチンコ球が第２出口通路１５２へ向けて誘導されるようになっている。ここで、
前記第１振分体１３０が第２振分姿勢Ａ２にある状態で、当該第１振分体１３０の第２誘
導片１３０Ｂの下端部と、前記第２出口通路１５２を形成する前記第２下側通路壁部１２
７との間隔がパチンコ球の直径より狭くなるよう構成されると共に、前記第２振分体１４
０が第１振分姿勢Ｂ１にある状態で、当該第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃの下端
部と、第２出口通路１５２を形成する前記第１下側通路壁部１２６との間隔がパチンコ球
の直径より狭くなるよう構成されている。すなわち、第１振分体１３０の第２誘導片１３
０Ｂおよび第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃにより第２出口通路１５２へ向けて誘
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導されたパチンコ球が隣接する第１出口通路１５１や第３出口通路１５３へ移動しないよ
うになっている。
【００６２】
　このように、実施例の流路振分部１００は、第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１,および第２振分姿
勢Ａ２,Ｂ２に姿勢変位可能な第１および第２振分体１３０,１４０の姿勢の組合せにより
、第１振分体１３０が第１振分姿勢Ａ１に保持されると共に第２振分体１４０が第２振分
姿勢Ｂ１に保持された状態(図８(a)参照。以下第１の振分状態という)と、第１振分体１
３０が第１振分姿勢Ａ１に保持されると共に第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２に保持
された状態(図８(b)参照。以下第２の振分状態という)と、第１振分体１３０が第２振分
姿勢Ａ２に保持されると共に第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１に保持された状態(図
８(c)参照。以下第３の振分状態という)と、第１振分体１３０が第２振分姿勢Ａ２に保持
されると共に第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２に保持された状態(図８(d)参照。以下
、イレギュラー状態という)とに変化し得るよう構成されている。
【００６３】
　すなわち、前記流路振分部１００は、第１の振分状態において入口通路１５０を通過し
たパチンコ球が第１出口通路１５１へ誘導されるのに伴って第２の振分状態に移行し、第
２の振分状態において入口通路１５０を通過したパチンコ球が第２出口通路１５２へ誘導
されるのに伴って第３の振分状態に移行し、第３の振分状態において入口通路１５０を通
過したパチンコ球が第３出口通路１５３へ誘導されるのに伴って第１の振分状態に移行す
るようになっている。従って、右打ちにより遊技が行われた場合には、入口通路１５０を
パチンコ球が通過する毎に、第１の振分状態、第２の振分状態、第３の振分状態、第１の
振分状態・・・となる順で順番に変化するよう流路振分部１００の第１および第２振分体
１３０,１４０が姿勢変化して、当該入口通路１５０を通過するパチンコ球が前記第１～
第３出口通路１５１～１５３(第１～第３球出口１０２ａ～１０２ｃ)に均等に振り分けら
れるようにしている。なお、前記遊技盤２０に対する振動等により、前記第１および第２
振分体１３０,１４０の組合せが前記イレギュラー状態となった場合には、入口通路１５
０を通過したパチンコ球を第１出口通路１５１へ誘導されると共に、当該パチンコ球の誘
導に伴って第２の振分状態となる。すなわち、イレギュラー状態となった場合でもパチン
コ球が入口通路１５０を通過するだけで、第１～第３出口通路１５１～１５３(第１～第
３球出口１０２ａ～１０２ｃ)にパチンコ球を均等に振り分け可能な正常な状態に復帰さ
せることが可能となっている。
【００６４】
　また、前記第１振分体１３０には、図６に示すように、後方へ突出する第１規制突部１
３４が形成されると共に、前記ベース部１１０には、前方へ開口する第１収容凹部１１１
が形成されて、前方開口を介して当該第１収容凹部１１１の内部に第１規制突部１３４が
前側から挿入されている。前記第１収容凹部１１１は、前記第１振分体１３０の第１回転
軸部１３２を中心とする円弧状に延在するよう形成されており、当該第１収容凹部１１１
において周方向に離間する内側面に第１規制突部１３４が当接する範囲で第１振分体１３
０が第１回転軸部１３２を中心として回転変位し得るようになっている。なお、実施例で
は、第１回転軸部１３２の下方に位置するよう前記第１規制突部１３４が第１振分体１３
０に形成されている。すなわち、第１振分体１３０が第１振分姿勢Ａ１にある状態では、
前記第１規制突部１３４が前記第１収容凹部１１１の一方の内側面(左内側面)に当接する
ことで、第１振分体１３０の左回転(第１振分姿勢Ａ１から第２振分姿勢Ａ２への回転方
向)への回転を許容すると共に当該第１振分体１３０の右回転を規制し、第１振分体１３
０が第２振分姿勢Ａ２にある状態では、第１規制突部１３４が第１収容凹部１１１の他方
の内側面(右内側面)に当接することで、第１振分体１３０の右回転(第２振分姿勢Ａ２か
ら第１振分姿勢Ａ１への回転方向)への回転を許容すると共に当該第１振分体１３０の左
回転を規制するよう構成されている。
【００６５】
　また、図６に示すように、前記第２振分体１４０に対しても同様に、後方へ突出する第
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２規制突部１４４が形成されると共に、前記ベース部１１０には、前方へ開口する第２収
容凹部１１２が形成されて、前方開口を介して当該第２収容凹部１１２の内部に第２規制
突部１４４が前側から挿入されている。前記第２収容凹部１１２は、前記第２振分体１４
０の第２回転軸部１４２を中心とする円弧状に延在するよう形成されており、当該第２収
容凹部１１２において周方向に離間する内側面に第２規制突部１４４が当接する範囲で第
２振分体１４０が第２回転軸部１４２を中心として回転変位し得るようになっている。な
お、実施例では、第２回転軸部１４２の下方に位置するよう前記第２規制突部１４４が第
２振分体１４０に形成されている。すなわち、第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１にあ
る状態では、前記第２規制突部１４４が前記第２収容凹部１１２の一方の内側面(左内側
面)に当接することで、第２振分体１４０の左回転(第１振分姿勢Ｂ１から第２振分姿勢Ｂ
２への回転方向)への回転を許容すると共に当該第２振分体１４０の右回転を規制し、第
２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にある状態では、第２規制突部１４４が第２収容凹部
１１２の他方の内側面(右内側面)に当接することで、第２振分体１４０の右回転(第２振
分姿勢Ｂ２から第１振分姿勢Ｂ１への回転方向)への回転を許容すると共に当該第２振分
体１４０の左回転を規制するよう構成されている。
【００６６】
　また、図６に示すように、前記第１および第２規制突部１３４,１４４は、後方へ開口
する筒状に形成されており、当該各規制突部１３４,１４４の後方開口を介して、一方の
磁極(例えばＮ極)を後方へ指向させた状態で磁石Ｚ１が取り付けられている。すなわち、
前記第１および第２振分体１３０,１４０が第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１および第２振分姿勢Ａ
２,Ｂ２に姿勢変位した際に、各振分体１３０,１４０の規制突部１３４,１４４に取り付
けられた磁石Ｚ１が対応する第１および第２収容凹部１１１,１１２内を移動するよう構
成されている。なお、以下の説明では、各振分体１３０,１４０の姿勢変位に伴って移動
する磁石を移動側磁石Ｚ１と指称する場合がある。すなわち、前記第１および第２規制突
部１３４,１４４は、移動側磁石Ｚ１を保持する保持部として機能している。なお、前記
移動側磁石Ｚ１は、筒状の規制突部１３４,１４４に対して圧入や接着等により強固に固
定されており、各振分体１３０,１４０の姿勢変位に伴って規制突部１３４,１４４から移
動側磁石Ｚ１が脱落しないようになっている。
【００６７】
　そして、前記ベース部１１０には、前記第１および第２収容凹部１１１,１１２の後端
部に、後方へ開口する筒状の固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａが設けられており、当該
各の固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａに磁石Ｚ２が取り付けられている。すなわち、前
記固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａに取り付けられた磁石Ｚ２は、前記第１および第２
振分体１３０,１４０の姿勢変位に関わらず所定位置に保持されるようになっている。ま
た、前記各固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａの夫々は、対応する第１および第２収容凹
部１１１,１１２の中間位置に位置するよう設けられており、前記第１および第２振分体
１３０,１４０が第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１および第２振分姿勢Ａ２,Ｂ２に姿勢変位する際
に、対応する固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａの前側を第１および第２規制突部１３４,
１４４(移動側磁石Ｚ１)が横切って移動するよう構成されている。なお、以下の説明では
、前記ベース部１１０(各固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａ)に配設された磁石を固定側
磁石Ｚ２と指称する場合がある。また、前記固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａの後方開
口は、前記ベース部１１０の後面側に取り付けられる支持部材１１３により塞がれて、当
該固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａから固定側磁石Ｚ２が脱落しないよう構成されてい
る。
【００６８】
　ここで、前記各固定側磁石Ｚ２は、後方へ指向させた移動側磁石Ｚ１の磁極と同じの磁
極(例えばＮ極)を前方へ指向させた状態で固定磁石保持部１１１ａ,１１２ａに取り付け
られて、当該移動側磁石Ｚ１と固定側磁石Ｚ２とが反発し合うよう構成されている。すな
わち、前記第１および第２振分体１３０,１４０が姿勢変位するのに伴って、移動側磁石
Ｚ１と固定側磁石Ｚ２との間に作用する反発力が強弱変化するよう構成されている。具体
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的に、第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１および第２振分姿勢Ａ２,Ｂ２からその中間位置に近づくよ
う第１および第２振分体１３０,１４０が回転変位するのに伴い、前記移動側磁石Ｚ１が
次第に固定側磁石Ｚ２に近接して反発力が強まると共に、当該中間位置から離間するよう
第１および第２振分体１３０,１４０が回転するのに伴って、移動側磁石Ｚ１が次第に固
定側磁石Ｚ２から離間して反発力が弱まるようになっている。これにより、前記第１およ
び第２振分体１３０,１４０の誘導片１３０Ｂ,１３０Ｃ,１４０Ｂ,１４０Ｃがパチンコ球
により付勢されていない状態において、パチンコ機１０に生ずる振動等に起因して各振分
体１３０,１４０が第１および第２振分姿勢の間で姿勢変位するのを防止し得るようにな
っている。
【００６９】
(流入センサＳＥ１０について)
　また、図５、図６に示すように、前記流路振分部１００には、前記入口通路１５０を通
過するパチンコ球を検出する流入センサＳＥ１０が配設されており、この流入センサＳＥ
１０は、前記設置部材の裏面に配設されたメイン制御基板３０１に配線接続されており(
図１２参照)、該流入センサＳＥ１０からの球検出信号がメイン制御基板３０１のＣＰＵ
３０１ａに入力されることで、第２の流下領域２１ｂへ打ち出されたパチンコ球を検出し
得るようになっている。実施例では、流入センサＳＥ１０からの球検出信号に基づいて、
所定時間あたりに流路振分部１００の入口通路１５０を通過したパチンコ球の数(第２の
流下領域２１ｂに打ち出されたパチンコ球の数)をメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１
ａが識別するよう構成されている。すなわち、流入センサＳＥ１０からの球検出信号に基
づく計測数の１／３のパチンコ球が前記第１～第３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３の夫々を流
下する。そして、前記流入センサＳＥ１０の検出信号と、前記第１～第３球出口領域ＲＢ
１～ＲＢ３に配設された各入球部(第２始動入賞部４２、特別入賞部５１,５２、ゲート部
６０、普通入賞部５５)に対応する検出センサＳＥ２,ＳＥ３,ＳＥ４,ＳＥ６の検出信号と
に基づいて、不正行為や遊技領域２１に球詰まり等の不具合が生じている可能性があるこ
とをメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａが判定するよう構成されて、当該ＣＰＵ３０
１ａによる判定に基づいて、パチンコ機１０が備えるスピーカやランプ装置により異常を
報知するよう構成されている。
【００７０】
　具体的には、前記第２始動入賞検出センサＳＥ２の検出信号に基づいて把握される第２
始動入賞部４２へのパチンコ球の所定時間毎の入賞数が、流入センサＳＥ１０の検出信号
に基づいて把握される所定時間毎のパチンコ球の数の１／３を超える場合には、当該第２
始動入賞部４２(第２始動入賞検出センサＳＥ２)に対して電磁波等を利用した不正行為や
、遊技領域２１(第３球出口領域ＲＢ３)で球詰まり等の不具合が生じている可能性がある
ことをメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａが判定して、異常を報知するよう構成され
る。また、前記普通入賞部５５やゲート部６０は、対応する第２球出口１０２ｂ領域ＲＢ
２または第３球出口領域ＲＢ３に常時開口して一定の確率でパチンコ球が入球(入賞)し得
ることから、流入センサＳＥ１０が所定数(例えば３０個)のパチンコ球を検出している状
態において普通入賞部５５に対応した普通入賞検出センサＳＥ５やゲート部６０に対応し
たゲートセンサＳＥ６からの検出信号の入力がない場合には、第２球出口領域ＲＢ２や第
３球出口領域ＲＢ３で球詰まり等の不具合が生じている可能性があることをメイン制御基
板３０１のＣＰＵ３０１ａが判定して、異常を報知するよう構成される。
【００７１】
　ここで、図５に示すように、前記入口通路１５０を形成する前記ベース部１１０の上部
位置に、当該入口通路１５０に開口するセンサ挿入口１１５が形成されると共に、当該セ
ンサ挿入口１１５の開口縁からベース部１１０の後方へ突出する筒状のセンサ支持部１１
６が形成されている。ここで、前記流入センサＳＥ１０は、略矩形状に形成されたセンサ
本体ＳＥ１０ａの前側に偏った位置に、パチンコ球が通過可能なセンサ開口部ＳＥ１０ｂ
が形成されており、当該流入センサＳＥ１０のセンサ本体ＳＥ１０ａを前記センサ挿入口
１１５の前側から差し込むことで、ベース部１１０の前側(すなわち入口通路１５０)でセ
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ンサ開口部ＳＥ１０ｂが上下に開口する位置に流入センサＳＥ１０が位置決めされるよう
になっている。また、前記入口通路１５０を画成する左右の上側通路壁部１２３には、前
後に延在する嵌合溝部１２３ａが形成されており、前記センサ開口部ＳＥ１０ｂを挟むセ
ンサ本体ＳＥ１０ａの左右側端部が上側通路壁部１２３に形成された嵌合溝部１２３ａに
嵌合するよう構成されている。なお、前記センサ支持部１１６の後端部に形成された位置
決め突部に前記流入センサＳＥ１０の後端部が当接すると共に、当該流入センサＳＥ１０
の前端部が前記前側部材１２０の前面板部１２１に当接することで、センサ開口部ＳＥ１
０ｂが入口通路１５０の内側で開口する所定位置に位置決めされるようになっている。
【００７２】
(第１特別入賞部５１について)
　次に、前述した第１特別入賞部５１の構成に関して具体的に説明する。前記第１特別入
賞部５１は、図９～図１１に示すように、前記遊技盤２０に取り付けられ、前記遊技領域
２１(第２の流下領域２１ｂ)内で上下に開口するように形成された空間部Ｓに第１特別入
賞口(入球口)５１ａが開口する装置本体(本体部)７０と、当該装置本体７０に配設された
駆動手段としての第１特別入賞ソレノイドＳＬ２と、待機状態および作動状態に変位し得
るよう装置本体７０に支持されると共にパチンコ球を第１特別入賞口５１ａに向けて転動
させる転動面８３を有する作動部材８０とを備えている。そして、前記第１特別入賞ソレ
ノイドＳＬ２を駆動することにより、前記空間部Ｓにあるパチンコ球が当該空間部Ｓの下
方開口(通出部８５)を通過可能な状態(待機状態、図９、図１０(a)、図１１(b)参照)と、
当該通出部８５をパチンコ球が通過不能に遮断してパチンコ球を第１特別入賞口５１ａに
向けて誘導する状態(作動状態、図１０(b)、図１１(a)参照)とに前記作動部材８０が切り
替えられるようになっている。ここで、前記第１特別入賞部５１の空間部Ｓの上方開口(
流入部)は、前記第２の流下領域２１ｂにおける第１球出口領域ＲＢ１および第２球出口
領域ＲＢ２が合流した領域の下流端に位置するよう構成されて、当該第１および第２球出
口領域ＲＢ１,ＲＢ２を流下したパチンコ球が流入部を介して空間部Ｓ内に流入する一方
、前記第３球出口領域ＲＢ３を流下したパチンコ球は流入部を介して空間部Ｓ内に殆ど流
入し得ないようになっている。
【００７３】
(装置本体７０について)
　前記装置本体７０は、図９～図１１に示すように、前面側をパチンコ球が流下可能な状
態で遊技盤２０に固定される平板状の台板部７１と、当該台板部７１の前面側に固定され
、前記第１特別入賞口５１ａが開設される前側部材７２と、当該台板部７１の後面側に固
定され、前記第１特別入賞ソレノイドＳＬ２が収容される箱状のケース体９１とから構成
されている。そして、前記ケース体９１を前記装着口に前側から挿通させて前記遊技盤２
０の前面に当接させた前記台板部７１を、当該遊技盤２０に対して前側からネジ固定する
ことで、装置本体７０(第１特別入賞部５１)が遊技盤２０に固定されるようになっている
。すなわち、実施例の第１特別入賞部５１は、前記遊技盤２０(台板部７１)よりも前側に
位置するよう前記第１特別入賞口５１ａが設けられている。
【００７４】
(台板部７１について)
　前記台板部７１は、図９～図１１に示すように、左右方向に横長な平板状に形成され、
前記遊技盤２０の前面に当接させた状態で、前記遊技領域２１(第２の流下領域２１ｂ)の
パチンコ球が台板部７１の前面側を流下し得るよう形成されている。また、前記台板部７
１には、当該台板部７１の左右一方(実施例では右側方)に偏った位置に、前後に貫通する
通孔７１ａが開設されると共に、当該通孔７１ａから後方に延在する後側球通路部７１ｂ
が形成されている。前記台板部７１の通孔７１ａには、前記第１特別入賞口５１ａに連通
するよう前側部材７２に形成された前側球通路部７２ａ(図１０、図１１参照)が連通して
おり、当該前側球通路部７２ａおよび後側球通路部７１ｂにより前記第１特別入賞口５１
ａに入賞したパチンコ球を当該台板部７１の裏側へ誘導する球通路が形成されるようにな
っている。そして、前記後側球通路部７１ｂの後端部に、前記遊技盤２０の裏側に設けら
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れた排出経路(図示せず)が連通するよう構成されて、第１特別入賞口５１ａに入賞したパ
チンコ球を遊技盤２０の外部に排出し得るようになっている。
【００７５】
(前側部材について)
　前記前側部材７２は、図９(a)に示すように、前記空間部Ｓの右側部を画成する右支持
部７３と、当該右支持部７３に対して左方向へ離間して対向位置して空間部Ｓの左側部を
画成する左支持部７４と、左右の支持部７３,７４の前端部に連設して前記台板部７１に
対して前方で対向する前面壁部７５とを備えており、台板部７１と左右の支持部７３,７
４および前面壁部７５とにより上下に開口する空間部Ｓが形成されている。ここで、前記
第１特別入賞口５１ａは、前記右支持部７３の左側面に、左方向(左支持部７４側)に開口
するよう開設されている。また、図１０および図１１に示すように、前記第１特別入賞口
５１ａと台板部７１の通孔７１ａ(後側球通路部７１ｂ)とを連通する前側球通路部７２ａ
が、前記右支持部７３に後方へ開口するよう形成され、第１特別入賞口５１ａに入賞した
パチンコ球を遊技盤２０の外部に排出し得るようになっている。なお、前記前側球通路部
７２ａにおける第１特別入賞口５１ａの開口端部には、前記第１特別入賞検出センサＳＥ
３の前端上部および前端下部を位置決めする凹状溝７３ａが上下に対向するよう形成され
て、該凹状溝７３ａによって第１特別入賞検出センサＳＥ３を第１特別入賞口５１ａの直
下流に位置決めするようになっている。なお、左右の支持部７３,７４は、パチンコ球の
直径の複数個分(実施例では概ね４個分)だけ離間する位置に設けられており、遊技領域２
１(第２の流下領域２１ｂ)を流下する複数のパチンコ球が空間部Ｓ内に一度に入り込み得
るよう構成されている。なお、前記左支持部７４は、上壁部７４ａが前記空間部Ｓ(流入
部)側に向けて下方傾斜するよう形成され、該上壁部７４ａで受け止めたパチンコ球を、
空間部Ｓへ向けて誘導し得るようになっている。
【００７６】
(作動部材８０について)
　ここで、前記作動部材８０は、図９～図１１に示すように、前記装置本体７０に対して
一方端部が揺動可能に支持されると共に前記台板部７１の前面側において左右方向に離間
する左右一対のアーム部８１,８１と、当該一対のアーム部８１,８１の枢支端部と反対側
に位置する他方端部を連結する連結部８２とを備えた略コ字状に形成されて、当該アーム
部８１,８１が揺動した際に、台板部７１の前面側において連結部８２が台板部７１に対
して近接および離間するよう構成されている。そして、前記連結部８２において一対のア
ーム部８１,８１の枢支端部側(装置本体７０に枢支される一方端部側)を向く面に、前記
転動面８３が当該連結部８２の長手方向に沿って延在するよう設けられている。そして、
前記待機状態に作動部材８０が変位した状態では、前記台板部７１との間をパチンコ球が
通過し得る間隔で当該台板部７１の前方へ前記連結部８２が位置し、前記作動状態に作動
部材８０が変位した状態では、前記台板部７１との間をパチンコ球が通過不能となるよう
当該台板部７１側に連結部８２が位置するよう構成されている。また、前記作動状態にお
いて、前記転動面８３が前記第１特別入賞口５１ａへ向けて下方傾斜するよう形成されて
おり、当該作動状態において空間部Ｓの流入部を通過したパチンコ球が、作動部材８０の
連結部８２(転動面８３)で受け止められて第１特別入賞口５１ａへ向けて転動することで
第１特別入賞口５１ａに入賞し得るようになっている。
【００７７】
　すなわち、第１特別入賞部５１は、前記作動部材８０を作動状態に変位させることで、
前記流入部を介して空間部Ｓに流入したパチンコ球を第１特別入賞口５１ａに入賞可能と
される一方で、当該作動部材８０を待機状態に変位させることで、流入部を介して空間部
Ｓに流入したパチンコ球を通出部８５から落下させて第１特別入賞口５１ａに入賞させな
いように構成されている。このように、前記作動部材８０を待機状態および作動状態の間
で変位させることで、パチンコ球を第１特別入賞口５１ａに入賞不能な状態と入賞可能な
状態とに速やかに切り替えて、第１特別入賞口５１ａに対する過剰なパチンコ球の入賞を
防止し得る。ここで、実施例では第１特別入賞部５１の下方には、前記第２特別入賞部５
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２が位置するよう配設されており、前記第１特別入賞口５１ａに入賞することなく空間部
Ｓを通過したパチンコ球が第２特別入賞部５２へ向かうよう構成されている。
【００７８】
(整列流下部９０について)
　また、図９～図１１に示すように、前記第１特別入賞部５１には、前記第２の流下領域
２１ｂにおける第３球出口領域ＲＢ３の下流端位置に、当該第３球出口領域ＲＢ３を流下
したパチンコ球を一列に整列させて落下口９５ａを通過させる整列流下部(球案内部)９０
が設けられている。すなわち、実施例の遊技盤２０は、前記流路振分部１００において第
１および第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２に振り分けられたパチンコ球が前記第１特別入賞
部５１の第１特別入賞口５１ａに入賞可能となる一方で、第３球出口領域ＲＢ３に振り分
けられたパチンコ球が前記整列流下部９０の落下口９５ａから第１特別入賞部５１の下方
へ落下されるよう構成されている。
【００７９】
　前記整列流下部９０は、前記右支持部７３の上面に形成されて右方向(流入部から離間
する方向)に向けて下方傾斜する第１傾斜部９２と、前記台板部７１の前面に設けられた
転動台部９３の上面に形成されて左方向(右支持部７３に近接する方向)に向けて下方傾斜
する第２傾斜部９４と、右支持部７３および転動台部９３の間に形成されて１個のパチン
コ球が通過可能な球落下部９５とを備えている。そして、前記第１傾斜部９２および第２
傾斜部９４の夫々が前記第２始動入賞部４２の下方に位置して、当該第２始動入賞部４２
に入賞することなく第３球出口領域ＲＢ３の下流端まで流下したパチンコ球を当該傾斜部
９２,９４で受け止めて、前記球落下部９５に集約するよう構成されている。ここで、前
記球落下部９５は、パチンコ球の直径より僅かに広い左右の開口幅寸法で上下方向に所定
長さで延在すると共に上下に開口するよう形成されており、第１および第２傾斜部９２,
９４で導かれたパチンコ球を一列に整列させて下方開口(落下口９５ａ)から落下させるよ
うになっている。ここで、前記整列流下部９０は樹脂成形により形成されており、前記遊
技盤２０に対する整列流下部９０の設置姿勢や設置位置を変更し得ないようになっている
。すなわち、実施例の整列流下部９０は、遊技盤２０の一定位置に位置調節し得ないよう
構成されて、第３球出口領域ＲＢ３を流下するパチンコ球が前記普通入賞部５５に一定の
確率で入賞するよう当該普通入賞部５５へ向けて案内するようになっている。
【００８０】
(右側の入賞ユニット部材２１０について)
　次に、前述した右側の入賞ユニット部材２１０の構成に関して具体的に説明する。前記
入賞ユニット部材２１０は、前記第１特別入賞部５１に設けられた空間部Ｓの通出部８５
の下方に配置された前記第２特別入賞部５２と、前記球落下部９５の下方に配置された前
記普通入賞部５５と、当該第２特別入賞部５２および普通入賞部５５の下方に配置されて
パチンコ球を遊技領域２１の中央側へ向けて案内する傾斜案内部２１５とが設けられてい
る。すなわち、実施例のパチンコ機１０は、前記第２の流下領域２１ｂの第３球出口領域
ＲＢ３を流下したパチンコ球を前記整列流下部９０で球落下部９５に集約させて、前記普
通入賞部５５へ誘導するよう構成されている。そして、前記第２の流下領域２１ｂに設け
られた入賞部(第２始動入賞部４２、第２特別入賞部５２および普通入賞部５５)の何れに
も入賞することなく遊技領域２１(第２の流下領域２１ｂ)を流下したパチンコ球は、前記
傾斜案内部２１５の傾斜に沿って転動することで前記アウト口２６の開口位置へ向けて導
かれるようになっている。
【００８１】
　前記第２特別入賞部５２は、図２、図１１に示すように、前面側をパチンコ球が流下可
能な状態で遊技盤２０に固定される入賞ユニット部材２１０の平板状の台板部２１１に形
成された前後に開口する第２特別入賞口５２ａと、当該台板部２１１の後側に設けられて
第２特別入賞口５２ａに連通する入賞空間２１２ａを画成する箱状の入賞部本体２１２と
、当該第２特別入賞口５２ａを開閉可能に閉鎖する開閉部材５２ｂとを備え、入賞部本体
２１２を前記装着口に前側から挿通させて前記遊技盤２０の前面に当接させた台板部２１
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１を、当該遊技盤２０に対して前側からネジ固定することで、第２特別入賞部５２が遊技
盤２０に固定されるようになっている。ここで、前記開閉部材５２ｂは、前記第２特別入
賞口５２ａの開口形状に略整合する形状に形成されて、パチンコ球が入賞不能となるよう
第２特別入賞口５２ａを塞いだ閉鎖状態(図２、図１１(a)参照)における左右下端部が図
示しない軸部により軸支されている。すなわち、第２特別入賞口５２ａの開閉部材５２ｂ
は、前記第２特別入賞口５２ａを塞ぐ閉鎖状態と、当該閉鎖状態から前方へ傾倒してパチ
ンコ球が入賞可能となるよう第２特別入賞口５２ａを開放する開放状態(図１１(b)参照)
とに変位し得るよう構成されている。ここで、前記第２特別入賞部５２の開閉部材５２ｂ
は、開放状態において第２特別入賞口５２ａへ向けて下方傾斜するよう構成されており、
遊技領域２１(第２の流下領域２１ｂ)を流下して開閉部材５２ｂで受け止めたパチンコ球
を、当該開閉部材５２ｂの傾斜により第２特別入賞口５２ａへ案内するよう構成されてい
る。
【００８２】
　ここで、前記第１特別入賞部５１の通出部８５と、前記第２特別入賞部５２における第
２特別入賞口５２ａの開口領域とは、遊技盤２０の正面視において上下方向に並ぶ(重複
する)よう構成されている(図１１参照)。すなわち、開放状態にある第２特別入賞部５２
の開閉部材５２ｂの上方で前記第１特別入賞部５１の通出部８５が開口するよう構成され
て、当該第１特別入賞部５１の作動部材８０が待機状態に位置することにより通出部８５
を通過したパチンコ球が、開放状態にある第２特別入賞部５２の開閉部材５２ｂに受け止
められることで、第２特別入賞口５２ａに入賞し得るよう構成されている。言い換えると
、前記第１特別入賞部５１の第１特別入賞口５１ａに入賞しなかったパチンコ球を、第２
特別入賞部５２の第２特別入賞口５２ａに入賞させ得るよう構成されている。
【００８３】
　また、前記第２特別入賞部５２における第２特別入賞口５２ａの右端部は、前記第１特
別入賞部５１における通出部８５の右端部(右支持部７３の左側面)よりも左方向に離間し
て位置するよう構成されている。すなわち、前記第１特別入賞部５１の通出部８５と、第
２特別入賞口５２ａの開口領域とは、遊技盤２０の正面視において部分的に上下方向に重
複しないよう構成されており、通出部８５を通過したパチンコ球が第２特別入賞口５２ａ
の開口位置へ向かわずに流下する可能性を持たせることで、第１特別入賞部５１から第２
特別入賞部５２へ移動するパチンコ球の動きに対する関心を高め得るようにしてある。な
お、実施例では、前記第１特別入賞部５１の通出部８５と、第２特別入賞口５２ａの開口
領域とは、大部分が上下方向に重複するよう構成されており、通出部８５を通過した殆ど
のパチンコ球が第２特別入賞口５２ａの開口位置へ向かうようになっている。また、前記
第２特別入賞部５２における前記第２特別入賞口５２ａの開口領域は、遊技盤２０の正面
視において、前記第１特別入賞部５１の左支持部７４を挟んで左右に跨がって位置するよ
う構成されている。
【００８４】
　図１１に示すように、前記第１特別入賞部５１と第２特別入賞部５２との間には、前記
通出部８５を通過したパチンコ球が接触可能な位置に緩衝部が設けられており、当該通出
部８５を通過して開閉部材５２ｂに落下するパチンコ球の衝撃を緩和するよう構成されて
いる。具体的には、前記第１特別入賞部５１の台板部７１の下縁部と、前記第２特別入賞
部５２(入賞ユニット部材２１０)の台板部２１１の上縁部との間に、前記緩衝部として複
数の遊技釘２７が遊技盤２０に設けられており、前記通出部８５を通過したパチンコ球が
何れかの遊技釘２７に接触することで、パチンコ球を受け止めた衝撃で開閉部材５２ｂが
損傷するのを防ぐよう構成されている。なお、前記遊技盤２０には、前記緩衝部としての
遊技釘２７が上下２列で設けられており、上側の列の遊技釘を上部緩衝釘２７ａと指称し
、下側の列の遊技釘を下部緩衝釘２７ｂと指称して区別する場合がある。
【００８５】
　ここで、前記上部緩衝釘２７ａは、１個のパチンコ球が通過可能な間隔で左右方向に離
間するよう配置されている。そして、前記下部緩衝釘２７ｂは、１個のパチンコ球が通過
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可能な間隔で左右方向に離間するよう配置されると共に、左右方向に列をなすよう配列さ
れた上部緩衝釘２７ａの隙間の下方に、当該下部緩衝釘２７ｂが位置する関係で配置され
ている。すなわち、前記通出部８５を通過したパチンコ球は、前記第２特別入賞口５２ａ
に至るまでの間に前記上部緩衝釘２７ａまたは下部緩衝釘２７ｂの何れかに接触するよう
構成されて、通出部８５を通過したパチンコ球が前記開閉部材５２ｂ上に直接落下しない
ようになっている。
【００８６】
　また、図２、図１１に示すように、前記入賞ユニット部材２１０の台板ぶ２１１には、
前記第２特別入賞部５２の側方位置(実施例では右側方位置)に、パチンコ球が通過可能な
大きさで前後に貫通する通孔２１１ａが形成されると共に、当該通孔２１１ａの前側に、
後方および上方へ開口する樋状の球受け部２１３が前方へ突出するよう設けられて、当該
球受け部２１３の後方開口が通孔２１１ａに連通するようになっている。そして、前記通
孔２１１ａに連通するよう遊技盤２０の裏側に設けられた球通路(図示せず)に前記普通入
賞検出センサＳＥ５が配設されて、当該球通路を通過するパチンコ球を普通入賞検出セン
サＳＥ５で検出するよう構成されている。すなわち、前記入賞ユニット部材２１０に設け
られた球受け部２１３が前記普通入賞部５５を構成し、当該球受け部２１３の上方開口が
前記普通入賞口５５ａとなっている。
【００８７】
　そして、図１１に示すように、前記普通入賞部５５の普通入賞口５５ａは、前記整列流
下部９０の落下口９５ａの下方で開口するよう構成されている。すなわち、前記落下口か
ら落下したパチンコ球が普通入賞口５５ａに一定の入賞率で入賞し得るよう構成されてい
る。ここで、前記普通入賞部５５(球受け部２１３)は、前記第１特別入賞部５１の右支持
部７３の下面および前記球落下部９５の下面夫々に対して、パチンコ球の直径より僅かに
大きな間隔で離間する位置に配置されると共に、前記落下口９５ａの下方において前記普
通入賞口５５ａの全体が落下口９５ａの内側で開口するように構成されており、当該落下
口９５ａから落下するパチンコ球が高確率で普通入賞口５５ａに入賞し得るよう構成され
ている。
【００８８】
　ここで、図１１に示すように、前記落下口９５ａおよび前記普通入賞口５５ａの左右の
開口幅は、パチンコ球の直径以上でかつ直径の２倍より小さな寸法に設定されると共に、
当該落下口９５ａの左右の開口幅の方が普通入賞口５５ａの左右の開口幅よりも幅広くな
るよう形成されている。具体的には、前記落下口９５ａの左右一方(実施例では左側)の開
口縁と、前記普通入賞口５５ａの左右一方(実施例では左側)の開口縁とが上下に整列し、
普通入賞口５５ａの左右他方(実施例では右側)の開口縁が落下口９５ａの開口下方に臨む
よう構成されている。すなわち、前記整列流下部９０の球落下部９５を通過するパチンコ
球の通過位置によって、球受け部２１３(普通入賞部５５)へのパチンコ球の入賞確率が変
化するよう構成されており、当該球落下部９５を通過するパチンコ球に対する遊技者の関
心を高めて遊技の興趣を向上し得るようになっている。
【００８９】
(実施例の作用)
　次に、前述した実施例に係るパチンコ機１０の作用につき説明する。
【００９０】
　前記パチンコ機１０の前面側に設けられた前記操作ハンドル１６を遊技者が回転操作す
ると、前記打球発射装置から発射されたパチンコ球が前記遊技盤２０に設けたレール部材
２２により画成された遊技領域２１内に打ち出されて、遊技釘２７等に接触して流下方向
を変更しながら遊技領域２１内を流下する。すなわち、左打ちの遊技形態では、前記遊技
領域２１の第１の流下領域２１ａを流下させたパチンコ球が前記第１始動入賞部４１に入
賞することを契機として特図当り判定が行われて、特図当り判定の結果に基づいて前記図
柄表示装置１７での図柄変動演出が開始される。また、右打ちの遊技形態では、前記遊技
領域２１の第２の流下領域２１ａを流下させたパチンコ球が前記第２始動入賞部４２に入
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賞することを契機として特図当り判定が行われて、特図当り判定の結果に基づいて前記図
柄表示装置１７での図柄変動演出が開始される。そして、特図当り判定により特図当り遊
技を付与することが決定された場合に、図柄変動演出の結果として、図柄表示装置１７に
所定の図柄組合せで演出図柄が表示された後に、特図当り遊技が生起される。特図当り遊
技では、特図当り判定において決定された特図当り遊技の種類に応じた所定の開閉条件に
基づいて第１特別入賞部５１の作動部材８０や第２特別入賞部５２の開閉部材５２ｂが作
動されて、第１または第２特別入賞口５１ａ,５２ａが開放されると共に図柄表示装置１
７において特図当り演出が行われる。すなわち、左打ちの遊技形態において特図当り遊技
が生起される場合には、操作ハンドル１６を遊技者が回転操作して第２の流下領域２１ｂ
にパチンコ球を流下させる右打ちの遊技形態に切り替えることで、第１または第２特別入
賞部５１,５２へパチンコ球を入賞させて多数の賞球を獲得することができる。
【００９１】
　前記第２の流下領域２１ａは、前記第２始動入賞部４２、第２特別入賞部５２、ゲート
部６０が配置される拡大流路ＲＢが第１～第３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３に区画されて、
当該第２の流下領域２１ａの整列流路ＲＡを通過したパチンコ球が流路振分部１００にお
いて第１～第３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３へ振り分けられて拡大流路ＲＢに流下するよう
になっている。ここで、前記流路振分部１００は、第１および第２振分体１３０,１４０
が第１振分姿勢Ａ１,Ｂ１にある第１の振分状態においては、当該第１振分体１３０の第
２誘導片１３０Ｂの上方に第２振分体１４０の第１誘導片１４０Ａが重なるように位置す
るよう構成されて、第１振分体１３０により第２振分体１４０側に振り分けられたパチン
コ球を第１出口通路１５１に誘導しつつ第２振分体１４０のみが第２振分姿勢Ｂ２に姿勢
変位する(第２の振分状態)。また、第１振分体１３０が第１振分姿勢Ａ１にあり、第２振
分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にある第２の振分状態においては、第１および第２振分体
１３０,１４０の間を通過するパチンコ球が第１振分体１３０の第２誘導片１３０Ｂおよ
び第２振分体１４０の第３誘導片１４０Ｃに接触するよう構成されて、第１振分体１３０
により第２振分体１４０側に振り分けられたパチンコ球を第２出口通路１５２に誘導しつ
つ、第１振分体１３０が第２振分姿勢Ａ２に姿勢変位すると共に、同時に第２振分体１４
０が第１振分姿勢Ｂ１に姿勢変位する(第３の振分状態)。そして、第１振分体１３０が第
２振分姿勢Ａ２にあり、第２振分体１４０が第１振分姿勢Ｂ１にある第３の振分状態にお
いては、第１振分体１３０により第３出口通路１５３側にパチンコ球を振り分けられるよ
う構成されて、当該第３出口通路１５３側に振り分けられたパチンコ球を第３出口通路１
５３に誘導しつつ第１振分体１３０のみが第１振分姿勢Ａ１に姿勢変位する(第１の振分
状態)。このように、前記整列流路ＲＡに連通する球入口１０１に入球して入口通路をパ
チンコ球が通過する毎に、第１および第２振分体１３０,１４０が第１の振分状態～第３
の振分状態に順次切り替わることで、第２の流下領域２１ｂに打ち出されたパチンコ球を
第１～第３出口通路１５１～１５３(第１～第３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３)に順に均等に
振り分けることができる。
【００９２】
　また、パチンコ機１０に作用する振動等により、前記第１振分体１３０が第２振分姿勢
Ａ２にあり、第２振分体１４０が第２振分姿勢Ｂ２にあるイレギュラー状態においては、
第１振分体１３０により第３出口通路１５３側にパチンコ球を振り分けられたパチンコ球
により第１振分体１３０のみが第１振分姿勢Ａ１に姿勢変位し、前記第２の振分状態とな
る。すなわち、第１および第２振分体１３０,１４０の振分姿勢の組合せがイレギュラー
状態となった場合でも、自然に第２の振分状態に復帰させることができ、第２の流下領域
２１ｂに打ち出されたパチンコ球を第１～第３出口通路１５１～１５３(第１～第３球出
口領域ＲＢ１～ＲＢ３)に順に均等に振り分け可能な状態を維持できる。
【００９３】
　また、前記第１および第２振分体１３０,１４０の夫々に移動側磁石Ｚ１を設けると共
に、流路振分部１００のベース部１１０(第１および第２収容凹部１１１,１１２)に、各
振分体１３０,１４０に応じて固定側磁石Ｚ２を設けたことで、第１および第２振分体１
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３０,１４０を第１振分姿勢Ａ１,Ａ２および第２振分姿勢Ａ２,Ｂ２の夫々に安定して維
持することができる。すなわち、振動等により第１および第２振分体１３０,１４０の姿
勢が不用意に切り替わるのを防止できるから、第２の流下領域２１ｂに打ち出されたパチ
ンコ球を第１～第３出口通路１５１～１５３(第１～第３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３)に順
に均等に振り分けることができる。
【００９４】
　ここで、前記第１特別入賞部５１は、前記第２の流下領域２１ｂにおいて前記第１およ
び第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２の出口位置に位置するよう配置されると共に、当該第１
特別入賞部５１の下方に第２特別入賞部５２が配置されて、当該第１および第２球出口領
域ＲＢ１,ＲＢ２を流下したパチンコ球が第１特別入賞口５１ａや第２特別入賞口５２ａ
に入賞し得る一方で、第３球出口領域ＲＢ３を流下するパチンコ球は第１および第２特別
入賞口５１ａ,５２ａに入賞不能または入賞困難となるよう構成されている。すなわち、
右打ちにより第２の流下領域２１ｂに打ち出されたパチンコ球の２／３が特別入賞部５１
,５２の配設位置へ向けて振り分けられることで、特図当り遊技において特別入賞部５１,
５２へのパチンコ球の入賞機会を充分に確保し得るようになっている。
【００９５】
　また、前記第２の流下領域２１ｂにおける第３球出口領域ＲＢ３の下流端位置には、当
該第３球出口領域ＲＢ３を流下したパチンコ球を球落下部９５に集約する整列流下部９０
が設けられると共に、当該球落下部９５の落下口９５ａの下方に前記普通入賞部５５が設
けられており、当該第３球出口領域ＲＢ３を流下したパチンコ球が普通入賞部５５に入賞
し得るようになっている。すなわち、右打ちにより第２の流下領域２１ｂに打ち出された
パチンコ球の１／３が普通入賞部５５の配設位置へ向けて振り分けられることで、特図当
り遊技において特別入賞部５１,５２へのパチンコ球の入賞機会とは別に普通入賞部５５
へのパチンコ球の入賞機会を生起し得る。ここで、特図当り遊技は、前記第１特別入賞部
５１の作動部材８０または第２特別入賞部５２の開閉部材５２ｂを開放するラウンド遊技
を規定ラウンド数(例えば４回、１６回等)だけ実行することで、特図当り遊技が終了する
よう構成された遊技状態であり、また１回のラウンド遊技は、第１または第２特別入賞口
５１ａ,５２ａに規定個数(例えば９個)のパチンコ球が入賞するか、あるいは各ラウンド
遊技の開始から規定時間(ラウンド遊技時間)が経過することで終了するよう構成されてい
る。従って、特図当り遊技のラウンド遊技において第１および第２球出口領域ＲＢ１,Ｒ
Ｂ２を流下したパチンコ球が第１または第２特別入賞口５１ａ,５２ａに規定個数となる
まで入賞する間に、第３球出口領域ＲＢ３を流下したパチンコ球を普通入賞部５５に入賞
させることができる。すなわち、前記流路振分部１００によりパチンコ球を振り分けて、
特図当り遊技において特別入賞部５１,５２へのパチンコ球の入賞機会とは別に普通入賞
部５５へのパチンコ球の入賞機会を付与することにより、１回の特図当り遊技において獲
得可能な賞球数を高めることが可能となる。
【００９６】
　また、前記第３球出口領域ＲＢ３に第２始動入賞部４２を配置したことで、当該第２始
動入賞部４２に入賞することなく第３球出口領域ＲＢ３の下流端まで流下したパチンコ球
を普通入賞部５５に入賞させることができる。すなわち、特図当り遊技以外の状態で右打
ちにより遊技が行われる際に、前記流路振分部１００により第３球出口領域ＲＢ３に振り
分けられたパチンコ球を第２始動入賞部４２または普通入賞部５５に入賞させ得るように
することで、適度な頻度でパチンコ球の入賞を惹起することができ、遊技に興趣を高める
ことが可能となる。このように、実施例のパチンコ機１０では、第２の流下領域２１ｂを
流下するパチンコ球を、第２始動入賞部４２および一定の入賞率でパチンコ球が入賞可能
な普通入賞部５５が設けられた第３球出口領域ＲＢに前記流路振分部１００が振り分ける
よう構成することで、釘調節によって第２始動入賞部４２へのパチンコ球の入賞を意図的
に抑制されたとしても、当該パチンコ球を普通入賞部５５に入賞させることができ、出球
率が著しく変わるのを防ぐことができる。すなわち、同じ機種のパチンコ機１０であれば
同等の出球率で遊技を行い得るようにすることができるから、公平性を確保して遊技者の
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遊技意欲を向上させ得る。更に、前記整列流下部９０の落下口９５ａと、前記普通入賞部
５５との間に遊技釘２７を配置せず、当該落下口９５ａから落下したパチンコ球が普通入
賞部５５に入賞し得るよう構成したことで、遊技店側での調節によって普通入賞部５５に
パチンコ球が入賞する入賞確率を意図的に変更することができず、出球率が変わるのを効
果的に防止することが可能となる。
【００９７】
　更に、前記第２の流下領域２１ｂに打ち出されたパチンコ球を、前記流路振分部１００
により各球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３に所定の順序で順番(均等)に振り分けると共に、当該
第１または第２球出口領域ＲＢ１,ＲＢ２に振り分けられたパチンコ球が特別入賞部５１,
５２の配置位置へ誘導され、第３球出口領域ＲＢ３に振り分けられたパチンコ球が第２始
動入賞部４２および普通入賞部５５の配置位置へ誘導される。このため、釘調節によって
第２始動入賞部４２や特別入賞部５１,５２、普通入賞部５５へのパチンコ球の入賞確率
を変更することが困難となり、パチンコ機１０毎の公平性を一層高めることに寄与するこ
とができる。このように、流路振分部１００によってパチンコ球を各球出口領域ＲＢ１～
ＲＢ３に一定の割合で振り分けることができるので、出球率を安定させ得る。
【００９８】
　また、実施例の流路振分部１００には、前記整列流路ＲＡに連通する球入口１０１に流
入センサＳＥ１０を配設するよう構成されている。従って、流入センサＳＥ１０の検出信
号に基づいて第２の流下領域２１ｂに打ち出された所定時間毎のパチンコ球の数をメイン
制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａが認識することができる。そして、前述のように、第２
の流下領域２１ｂに打ち出されたパチンコ球は、流路振分部１００の各出口通路１５１～
１５３に略均等に振り分けられることから、流入センサＳＥ１０の検出信号と、前記第１
～第３球出口領域ＲＢ１～ＲＢ３に配設された各入球部(第２始動入賞部４２、特別入賞
部５１,５２、ゲート部６０、普通入賞部５５)に対応する検出センサＳＥ２,ＳＥ３,ＳＥ
４,ＳＥ６の検出信号とに基づいて、不正行為や遊技領域２１に球詰まり等の不具合が生
じている可能性があることをメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａで判断することがで
きる。そして、不正行為や球詰まり等の不具合が生じている可能性がある場合に、メイン
制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａが異常報知処理を実行して、パチンコ機１０が備えるス
ピーカやランプ装置により報せるようにすることで、遊技店の従業者等の迅速な対応を促
すことができる。このように、流路振分部１００の球入口１０１に流入センサＳＥ１０を
配設することで、不正行為や球詰まり等の不具合の発生を識別し得るようにできる。また
、不正行為や球詰まり等の不具合が生じている可能性がある場合に、パチンコ機１０が備
える外部出力部を介して遊技店側の情報処理端末に異常を報知する信号を出力するように
してもよい。
【００９９】
　また、実施例の第１特別入賞部５１は、前記作動部材８０を作動状態から待機状態に変
位させることで転動面８３上のパチンコ球を第１特別入賞口５１ａに案内し得る状態から
案内不能な状態に直ちに切り換わるから、転動面８３上のパチンコ球が第１特別入賞口５
１ａに取り込まれない状態に速やかに移行させ得る。すなわち、規定個数のパチンコ球が
第１特別入賞口５１ａに入賞したことを契機として作動部材８０が作動状態から待機状態
に変位させるよう第１特別入賞ソレノイドＳＬ２が駆動制御された場合に、転動面８３上
のパチンコ球を第１特別入賞口５１ａに入賞させないようにでき、規定個数を超える第１
特別入賞口５１ａへのパチンコ球の入賞を防止できる。
【０１００】
　また、遊技盤２０において第１特別入賞部５１の配設位置より下流となる位置に第２特
別入賞部５２が配設されており、当該第１特別入賞部５１の通出部８５を通過したパチン
コ球が第２特別入賞部５２の第２特別入賞口５２ａへ入賞し得るよう構成したから、第１
特別入賞部５１の第１特別入賞口５１ａに入賞しなかったパチンコ球が第２特別入賞口５
２ａに入賞する新たな遊技性を創出し得る。すなわち、従来のパチンコ機のように、特図
当り遊技に伴って開放される特別入賞部の入賞口に入賞しなかったパチンコ球がアウト口
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から排出される構成と異なり、別の特別入賞部(第２特別入賞部５２)の入賞口(第２特別
入賞口５２ａ)へ入賞することへの期待感が得られることで、遊技の興趣を高めて従来の
パチンコ機との差別化を図ることが可能となる。
【０１０１】
　また実施例において第１特別入賞部５１と第２特別入賞部５２との間には、前記通出部
８５を通過したパチンコ球が接触可能な位置に遊技釘２７(上下の緩衝釘２７ａ,２７ｂ)
が設けられており、当該通出部８５を通過したパチンコ球が開閉部材５２ｂで受け止めら
れる際の衝撃を緩和するよう構成してあるから、第２特別入賞部５２が損傷するのを効果
的に防止できる。また、第１特別入賞部５１の通出部８５を通過したパチンコ球が第２特
別入賞部５２(第２特別入賞口５２ａ)に至る前に遊技釘２７(上下の緩衝釘２７ａ,２７ｂ
)に接触するよう構成することで、待機状態への変位に伴って作動部材８０の転動面８３
から落下したパチンコ球が第２特別入賞部５２(第２特別入賞口５２ａ)まで移動(流下)す
るのに要する時間を稼ぐことができるから、開閉部材５２ｂが開放状態に変位する前にパ
チンコ球が第２特別入賞部５２(第２特別入賞口５２ａ)の前側を通過するのを防いで開閉
部材５２ｂで受け止めることが可能となる。
【０１０２】
(変更例)
　なお、本発明に係る遊技機の構成としては、実施例に示したものに限らず種々の変更が
可能であり、その一例を以下に示す。
(１)　実施例では、遊技盤にけられた第２の流下領域を第１～第３球出口領域に区画して
、当該第２の流下領域に打ち出された遊技球を振分手段としての流路振分部が第１～第３
球出口領域に振り分けるようにしたが、これに限られるものではなく、特定経路としての
球出口領域(第３球出口領域)と、少なくとも１つの非特定経路としての球出口領域(第１
球出口領域または第２球出口領域)に振り分けるようにしてもよい。
(２)　実施例では、非特定経路としての球出口領域(第１球出口領域または第２球出口領
域)を２つ設けるよう構成したが、非特定経路としての球出口領域を３つ以上設けてもよ
い。
(３)　実施例では、流路振分部(振分手段)に２つの振分体を備えるようにしたが、３つ以
上の振分体を備えてもよい。この場合に、例えば、実施例の第２振分体の左側に、当該第
２振分体と同様の構成を有する第３振分体を設けると共に、第１出口通路の左側に第４出
口通路を形成して、当該第３振分体により第１出口通路および第４出口通路に遊技球を振
り分けるようにしてもよい。すなわち、第１振分姿勢にある第２振分体の第２誘導片の上
方に、第１振分姿勢にある第３振分体の第１誘導片が重なるよう構成し、この状態で第２
振分体により左側に振り分けられた遊技球を第４出口通路に誘導して第３振分体を第２振
分姿勢に姿勢変位させると共に、当該第２振分体が第１振分姿勢にあると共に第３振分体
が第２振分姿勢にある状態で、第２振分体により左側に振り分けられた遊技球を第１出口
通路に誘導して第２振分体を第２振分姿勢に姿勢変位させ，かつ第３振分体を第１振分姿
勢に姿勢変位させることで、４つの出口領域に遊技球を均等に振り分けることが可能とな
る。すなわち、実施例の第１振分体および第２振分体の関係で複数の振分体を設けること
で、任意数の出口通路に対して遊技球を均等に振り分けることが可能となる。
(４)　実施例では、特定経路としての第３球出口領域に、遊技領域に対する始動入賞口の
開口幅を可変する第２始動入賞部が整列流下部の上流に位置するよう配置したが、遊技球
が一定の入賞率で始動入賞口に入賞可能な第１始動入賞部を整列流下部の上流に位置する
よう第３球出口領域に配置してもよく、またゲート部や特別入賞部、普通入賞部を配置す
るようにしてもよい。更に、整列流下部の上流に位置するよう特定経路としての第３球出
口領域に配設する入球部(入賞部)としては、１つに限られるものではなく、２つ以上の入
球部(入賞部)を設けることができる。
(５)　実施例では、特定経路としての第３球出口領域において、整列流下部の落下口の下
方に遊技球が一定の入賞率で入賞可能な普通入賞部を配置するようにしたが、これに限ら
ず、遊技球が一定の入賞率で入賞可能な第１始動入賞部の始動入賞口を落下口の下方に配
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である。
(６)　実施例では、特定経路としての第３球出口領域を流下する遊技球を普通入賞部に案
内する球案内部材としての整列流下部を、第１特別入賞部に設けるようにしたが、当該整
列流下部を第１特別入賞部とは別途独立して設けるようにしてもよい。また、実施例では
、整列流下部を樹脂成型により形成するようにしたが、遊技盤に設けられる遊技釘により
形成することもできる。
(７)　実施例では、遊技盤にけられた第２の流下領域を区画して特定経路および非特定経
路としての複数の球出口領域を形成するようにしたが、当該特定経路および非特定経路を
第１の流下領域に設けるようにしてもよく、また遊技盤において第１および第２流下領域
が合流する領域に特定経路および非特定経路を設けるようにしてもよい。
(８)　実施例では、上下の関係で２つの特別入賞部を設けたが、１つの特別入賞部を備え
る構成であってもよい。
(９)　実施例の第１特別入賞部は、入賞口(第１特別入賞口)に入賞する遊技球の流路に開
口して当該第１特別入賞部の下方へ通過可能な通出部８５の下流側に、当該通出部８５を
通過した遊技球が入球可能な第２の入賞部として入賞口(第２特別入賞口)を開閉部材で開
閉する第２特別入賞部を設けるよう構成したが、当該第２の入賞部としてはこれに限られ
得ものではない。すなわち、第２の入賞部としては、始動入賞部や普通入賞部であっても
よく、またゲート部を採用することもできる。すなわち、前記第２の入賞部としては、通
出部８５を通過した遊技球が入球可能な入球口を有すると共に当該入球口に入球した遊技
球を検出手段により検出するよう構成されたものであればよい。すなわち、検出手段の検
出により賞球が払い出されるようにしたり、特図や普図の当り判定条件が成立するように
することで、第１入球部の第１入球口に入球しなかった遊技球によって新たな遊技性を創
出することが可能となる。
【符号の説明】
【０１０３】
　２０　遊技盤
　２１　遊技領域
　４１　第１始動入賞部(始動入賞部)
　４２　第２始動入賞部(始動入賞部)
　５１　第１特別入賞部(特別入賞部)
　５１ａ　第１特別入賞口(特別入賞口)
　５２　第２特別入賞部(特別入賞部)
　５２ａ　第２特別入賞口(特別入賞口)
　５２ｂ　開閉部材(開閉手段)
　５５　普通入賞部(入賞部)
　８０　作動部材(開閉手段)
　１００　流路振分部(振分手段)
　９０　整列流下部(球案内部)
　１０１　球入口
　１３０　第１振分体
　１４０　第２振分体
　３０１ａ　メイン制御基板のＣＰＵ(当り判定手段)
　ＲＢ１　第１球出口領域(第１非特定経路)
　ＲＢ２　第２球出口領域(第２非特定経路)
　ＲＢ３　第３球出口領域(特定経路)
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